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尾
お ざ き

﨑萌
も も か

々香さん
●多田小６年

心から喜ばれる
美容師に

　私の将来の夢は、母のような美容師になることです。私のかみの

毛は、いつも家で母が切ってくれます。かみを切るときのはさみの

音がとても心地よくて大好きです。

　母は、お客さんのかみをその人に似合うように一生けん命切って

います。お客さんから「みんなにいいかみ型だねとほめられたよ。」

と言ってもらうと、うれしくてつかれなど忘れてしまうそうです。

　私もお客さんの要望にこたえられ、心から喜んでもらえる仕事を

したいなと考えています。

みんなの広場に
出てみませんか？

「すてきな仲間たち」「めおと人生」

に登場していただける方を募集し

ています。自薦・他薦は問いません。

※「すてきな仲間たち」「めおと人

　生」は隔月で掲載します

■問合せ　政策調整課広報広聴係

　　☎（２０）３０３７

今回の表紙「根古屋森林公園の鯉のぼり」（飛駒町）　　　　　　　４月１６日撮影

　５月３日（祝）に行われる「鯉来まつり」（こいこいまつり）にちなみ、根古屋森林公園では

４月１４日（日）から５月１２日（日）の間、鯉のぼりが掲げられています。

　晴天となったこの日は、たんぽぽや菜の花の黄色い花々と共に、鯉のぼりがそよいでい

ました。　

正田 利
りいちろう

一郎さん（８０歳）

　　 八
や え こ

重子さん（７７歳）金屋下町

　

ご
結
婚
何
年
目
で
す
か

　

昭
和
37
年
に
結
婚
し
、
今

年
で
51
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
で
印
象
に

　

残
っ
て
い
る
出
来
事
は　

　

結
婚
と
同
時
に
開
業
し
ま

し
た
の
で
、
毎
日
を
必
死
に

過
ご
し
て
き
た
51
年
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
に「
あ
り

が
と
う
」
と
感
謝
す
る
毎
日

で
す
が
、
特
に
妻
に
は
そ
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

夫
婦
円
満
の
秘
訣
は

　

健
康
に
留
意
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
ね
。
元
気
で
い
る

と
、
気
持
ち
も
明
る
く
保
て

ま
す
か
ら
。

　

今
後
の
抱
負
は

　

80
歳
に
な
っ
た
こ
れ
か
ら

の
生
活
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
歳
を
と
っ
て
も
自

立
し
た
一
人
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
も
健
康
に
過
ご
し
、

夫
と
と
も
に
人
生
を
楽
し
み

た
い
で
す
。

　

若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

恐
れ
ず
、
実
際
に
行
動
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

失
敗
し
て
も
、
あ
と
に
残
さ

ず
、
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。
常
に
好
奇
心
を

も
っ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
て
く
だ
さ
い
。

　

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
利

一
郎
さ
ん
を
、ず
っ
と
支
え
、

寄
り
添
っ
て
き
た
八
重
子
さ

ん
の
ご
夫
妻
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
幸
せ
に
。

ＱＱＱＱ 二利八

Ｑ二

「ありがとう」と「チャレンジ」の毎日
八

利
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○プロフィール
平成元年９月生まれ。
２０１２年度ミス日本
コンテストでミス日本
「海の日」に輝く。同年
１月より佐野ブランド
姫として活躍。

増
ますだ

田麻
あさ み

美さん

「
佐
野
の
良
さ
を
全
国
に

伝
え
た
い
」

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
・
お
天
気
キ
ャ

ス
タ
ー
、
そ
し
て
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る「
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
姫
」と
し
て
活

躍
す
る
増
田
さ
ん
。
市
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
司
会
を
務
め
る
姿
を
見

た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
モ
デ
ル
！
と
い
う
外

見
で
す
が
、「
実
は
、
ず
っ
と
教
師
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」
と
意
外
な

一
面
も
。

　

大
学
在
学
中
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
「
ガ
ー
ル
ズ
ア
ワ
ー
ド
」
の
「
シ
ン
デ

レ
ラ
ガ
ー
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
。
雑
誌
や
シ
ョ
ー
に
出
演

す
る
よ
う
に
な
り
「
こ
う
い
う
世
界
も
あ

る
ん
だ
」
と
憧
れ
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
も
教
師
か
モ
デ
ル
か

進
路
を
悩
み
続
け
ま
し
た
が
、
自
分
を
試

し
て
み
よ
う
と
応
募
し
た
２
０
１
２
年
度

ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス
ト
で
ミ
ス
日
本
「
海

の
日
」に
輝
き
ま
す
。

　

増
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
。
モ
デ
ル
と

し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
積
極

的
に
出
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
体
を
動
か

す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
仕
事
も
し
て
み
た
い
。
そ
し
て

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
姫
と
し
て
は
、
市
外
の
方

に
は
も
ち
ろ
ん
市
内
の
方
が
見
過
ご
し
て

し
ま
う
よ
う
な
『
佐
野
の
良
さ
』
を
伝
え

て
い
き
た
い
。
佐
野
に
は
お
い
し
い
も
の

が
沢
山
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
、
佐
野
を
拠
点
に
活
動
を
す
る
増

田
さ
ん
。
東
京
や
地
方
な
ど
へ
撮
影
に
出

か
け
る
忙
し
い
中
で
も
、
日
々
の
食
事
や

運
動
、
睡
眠
時
間
な
ど
に
は
気
を
遣
っ
て

体
調
を
整
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

き
ら
き
ら
と
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い
増
田
さ

ん
、
若
い
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
ど

う
ぞ
佐
野
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
姫
就
任
一
周
年
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
を

ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

さ
の
ま
る
と
と
も
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
姫
・
増
田
麻
美
さ
ん

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

風
さ
わ
や
か
に
、
新
緑
が
目
に
し
み
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
月
は
、
入
学
式
、
入
社
式
、
人
事
異
動
な
ど
が
あ
り
、
せ

わ
し
な
い
感
じ
も
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
仕
事

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
長
選
挙
・
市
議
会
議

員
選
挙
も
終
わ
り
、
市
政
の
執
行
体
制
・
推
進
体
制
も
固
ま
り

ま
し
た
。
今
年
は
総
合
計
画「
中
期
」
基
本
計
画
の
最
終
年
度

に
し
て
、「
後
期
」
基
本
計
画
策
定
の
年
で
す
。
し
っ
か
り
と

腰
を
す
え
て
構
想
を
練
る
と
と
も
に
、
市
勢
伸
展
を
図
る
べ
く

着
実
に
慎
重
に
事
務
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
21
日
に
は
、
出
流
原
の
磯
山
弁
財
天
の
御
開
帳

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
弁
財
天
に
は
白
蛇
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
白
蛇
は
富
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
、
水
の
神
様
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
弁
天
池
と
誠
に
良
く
調

和
し
て
い
ま
す
。
古
式
ゆ
か
し
き
稚
児
行
列
な
ど
も
行
わ
れ
、

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
地
域
の
祭
典
と
し
て
、
佐

野
市
の
誇
れ
る
観
光
資
産
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る「
佐
野
市
民
京
都
バ
ス

の
旅
」
も
第
30
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
私
も
５
月
14
日
・
15

日
に
お
伺
い
を
し
、
佐
野
ふ
る
さ
と
特
使
で
あ
る
小
堀
光
詮
ご

門
主
に
お
会
い
す
る
予
定
で
す
。
何
度
お
聞
き
し
て
も
ご
門
主

の
お
話
は
滋
味
あ
ふ
れ
て
心
に
し
み
ま
す
。
一
昨
年
の
大
震
災

以
来
、
何
か
と
佐
野
市
を
気
に
か
け
て
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
参
加
さ
れ
る
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
感
謝
を
申
し
上
げ
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
散
歩
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
戸
外

活
動
を
さ
れ
る
方
も
多
く
な
る
で
し
ょ
う
。
日
焼
け
対
策
を
万

全
に
し
て
、
初
夏
の
ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

岡
部 

正
英

03
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４
月
14
日
に
任
期
満
了
に
伴
う
佐
野
市
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
野
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
今
回
よ
り
定
数
が
２
人
減
り
、
26
人
に
な
り
ま

し
た
。

　

投
票
は
市
内
75
カ
所
の
投
票
所
で
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
実
施
さ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
市
議
会
議
員
に
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

※
（　

）
は
選
挙
当
日
の
年
齢
で
、
党
派
は
自
＝
自
由
民
主
党
、
公
＝
公
明
党
、

共
＝
共
産
党
、
無
＝
無
所
属
で
、
現
＝
現
職
、
新
＝
新
人
で
す

佐
野
市
議
会
議
員

（
定
数
26
人
・
得
票
順
）

‐
敬
称
略
‐

佐
野
市
長

‐
敬
称
略
‐

亀山春夫（６８）
無新・船越町
２，２９１票

斎 藤  弘（６５）
無新・下彦間町
２，１１８.６０８票

若田部治彦（５１）
公現・奈良渕町
２，１１４.１４６票

大川圭吾（５９）
無現・鐙塚町
２，０８４票

横 田  誠（３６）
無新・栃本町
２，７０９票

本郷淳一（６０）
公現・大橋町
２，３７８票

岡部正英（７４）
無現・相生町

佐野市の投票者数
４月１４日執行

【当日有権者数】

男　４８，６６４人

女　５０，７０７人

計　９９，３７１人

【佐野市議会議員選挙】　（　）は投票率

男　２６，８１６人（５５．１０％）

女　２９，３９９人（５７．９８％）

計　５６，２１５人（５６．５７％）

※佐野市長選挙は立候補者の届出が一人で

　あったため、投票は行いませんでした

佐
野
市
長
・
佐
野
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
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木村久雄（５６）
公新・閑馬町
２，０３２票

高 橋  功（６２）
無現・仙波町
２，０３０票

菅 原  達（５２）
公新・堀米町
１，９９７票

青 木  伸（６６）
無新・山形町
１，９９１票

蓼沼一弘（５１）
無現・仙波町
１，９８５票

鈴木靖宏（５２）
無現・越名町
１，９５０票

篠原一世（６８）
無現・下羽田町
１，９１５票

飯田昌弘（６６）
無現・堀米町
１，８７８票

金子保利（６４）
自現・高萩町
１，８７７票

春山敏明（６０）
無現・赤坂町
１，８５８票

田所良夫（７０）
自新・赤見町
１，８４８.１０３票

山菅直己（５９）
無現・葛生西
１，８３０票

岡村恵子（５９）
共現・富岡町
１，７３３票

井川克彦（５６）
無現・植野町
１，７３２票

川嶋嘉一（６０）
無新・関川町
１，６１５票

山 口  孝（６６）
無現・出流原町
１，５２０票

藤倉義雄（７４）
無現・赤見町
１，５０１.８９６票

鶴見義明（６０）
共現・会沢町
１，４６２票

久保貴洋（４６）
無新・閑馬町
１，４５３票

小暮博志（６６）
無現・馬門町
１，３６３.３９１票
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市民の皆
さん

２０００人
に

聞きまし
た

市民の皆
さん

２０００人
に

聞きまし
た

あなたは、佐野市（お住まいの地区）が快適で
住みやすい地域であると思いますか

質 問

佐野の住みやすさについて佐野の住みやすさについて

あなたは、これからも佐野市に住み続けたいと
思いますか

（　）内は平成２３年度の調査結果

そう思う
３７.４％（３４.３％）

どちらかといえばそう思う
４７.８％（５０.８％）

どちらかといえば
そう思わない
７.１％（６.４％）

そう思わない
３.６％（４.３％）

わからない
１.６％（２.６％）

無回答
２.４％（１.６％）

これからも
住み続けたい

５８.７％（５５.３％）

どちらかといえば
住み続けたい
２３.５％
（２８.３％）

どちらとも
いえない

１２.４％（１２.３％）

どちらかといえば
住みたくない
３.６％（２.５％）

住みたくない
０.５％（１.１％）

自然環境に
恵まれているから
５３.５％（５２.５％）

日常の
買い物が便利だから
３４.１％（３１.６％）

仕事をするうえで便利
（事業所が多い、通勤に便利、
商売しやすいなど）だから
１９.３％（１８.７％）

道路や交通機関が
整備されているから
２１.８％（２２.１％）

保健・医療分野の
サービスや施設が
充実しているから
７.０％（４.８％）

子育ての環境（保育・教育）に
恵まれていないから
１４.６％（１３.５％）

道路事情や
交通の便が悪いから
４６.３％（３５.１％）

日常の
買い物が不便だから
３１.７％（２４.３％）

保健・医療分野のサービスや
施設が不十分だから
１９.５％（１３.５％）

仕事をする
うえで不便

　（事業所が少ない、
通勤に不便、
商売するのに
不便）だから

　２４.４％（２１.６％）

無回答
１.２％（０.５％）

　「市政に関するアンケート調査」は、市民の皆さんが市政や生活環境についてどのように考え、何を望んで
いるのかを把握し、今後のまちづくりの参考にさせていただくことを目的に実施しているものです。調査に
当たっては、多くの市民の皆さんにご協力をいただき、ありがとうございました。
　この結果は、今後の市政運営の参考資料として活用していきたいと考えています。
　アンケート調査の主な結果をお知らせします。

不満である
１.２％（２.３％）

無回答
２.６％（１.２％）

どちらとも
いえない

１８.２％（２１.０％）

どちらかといえば
不満である

５.３％（５.２％）

　佐野市は、総合計画でまちづくりの課題を整理して、施策を定め、施策ごとに、目的や目標、現状

と課題を明らかにして、まちづくりを進めています。市が進めている各施策の取り組みについてどう

お考えですか。

・幹線道路や公共交通
　の整備、まちなかの
　活性化   （１７.０％）

・観光ＰＲなど誘客活動

　の推進　（２７.０％）

・住みやすい環境（生活
　道路・公園・街並みなど）
　の整備　　（７.３％）　　　

・観光資源の開発と整備、
　観光客受け入れ体制の
　整備　　（１３.１％）

・スポーツ・レクリエー

　ションの振興（７.５％）

・農林業の振興

　　　　　　（８.８％）

・効率的で健全な行財政
　運営の推進
　　　　　　　　　　（１０.４％）

・幹線道路や公共交通
　の整備、まちなかの
　活性化  　 （６.４％）

・医療機会・救急医療
　体制の充実
　　　　　　　　　　　　（７.５％）

満足している
２２.６％（１８.０％）

どちらかといえば
満足している

５０.２％（５２.３％）

市政に関するアンケート調査の方法と調査項目

　調査対象　満２０歳以上の男女２０００人

　調査方法　郵送

　調査期間　平成２４年１２月１７日～平成２５年１月１１日

　回　収　率　９９１人（４９.６％）

　調査項目　「佐野市の住みやすさ」「市政全般」「各施策に関すること」（合計５９問）

　そ　の　他　回答比率（％）は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示。このため、設問によっては、

　　　　　　数値合計が１００％にならないものもあります。また、複数回答の設問については、１００％を超

　　　　　　えることがあります

※調査結果については、市のホームページをご覧ください。なお、詳しくは政策調整課広報広聴係へお問い合わ

　せください

■政策調整課広報広聴係　☎（２０）３０３７

・情報化の推進、窓口
　サービスの充実
　　　　　 　   （９.３％）

・医療機会・救急医療
　体制の充実
　　　　　　　　　　（２６.５％）

・計画的な土地利用の

　推進　 （１０.２％）

・幹線道路や公共交通
　の整備、まちなかの
　活性化   （１２.７％）

・住みやすい環境（生活
　道路・公園・街並みなど）
　の整備　（１２.９％）

・高齢者対策、介護
　保険サービスの充実　　
　　　　　　　　　　（１７.８％）

（　）内は平成２３年度の調査結果

平成２4年度市政に関するアンケート調査結果

質 問

今後のまちづくりに特に重要と思われる事項
について（上位５項目）

選 択 合併直前（８年前）と比較して、特に良くなっ
たと感じている事項（上位５項目）

選 択

合併直前（８年前）と比較して、特に悪くなっ
たと感じている事項（上位５項目）

選 択 全体的にみた、佐野市の暮らしやすさ、居住
環境についてどのように感じていますか

質 問

「どちらかといえば住みたくない」「住みたくない」と
回答した方にお伺いします。
その主な理由は何ですか（上位５項目）

質 問
「これからも住み続けたい」「どちらかといえば住み
続けたい」と回答した方にお伺いします。
その主な理由は何ですか（上位５項目）

質 問

市政全般について市政全般について
市民の皆

さん

２０００人
に

聞きまし
た

市民の皆
さん

２０００人
に

聞きまし
た

市民の皆
さん

２０００人
に

聞きまし
た
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市民の皆
さん

２０００人
に

聞きまし
た

市民の皆
さん

２０００人
に

聞きまし
た

あなたは、佐野市（お住まいの地区）が快適で
住みやすい地域であると思いますか

質 問

佐野の住みやすさについて佐野の住みやすさについて

あなたは、これからも佐野市に住み続けたいと
思いますか

（　）内は平成２３年度の調査結果

そう思う
３７.４％（３４.３％）

どちらかといえばそう思う
４７.８％（５０.８％）

どちらかといえば
そう思わない
７.１％（６.４％）

そう思わない
３.６％（４.３％）

わからない
１.６％（２.６％）

無回答
２.４％（１.６％）

これからも
住み続けたい

５８.７％（５５.３％）

どちらかといえば
住み続けたい
２３.５％
（２８.３％）

どちらとも
いえない

１２.４％（１２.３％）

どちらかといえば
住みたくない
３.６％（２.５％）

住みたくない
０.５％（１.１％）

自然環境に
恵まれているから
５３.５％（５２.５％）

日常の
買い物が便利だから
３４.１％（３１.６％）

仕事をするうえで便利
（事業所が多い、通勤に便利、
商売しやすいなど）だから
１９.３％（１８.７％）

道路や交通機関が
整備されているから
２１.８％（２２.１％）

保健・医療分野の
サービスや施設が
充実しているから
７.０％（４.８％）

子育ての環境（保育・教育）に
恵まれていないから
１４.６％（１３.５％）

道路事情や
交通の便が悪いから
４６.３％（３５.１％）

日常の
買い物が不便だから
３１.７％（２４.３％）

保健・医療分野のサービスや
施設が不十分だから
１９.５％（１３.５％）

仕事をする
うえで不便

　（事業所が少ない、
通勤に不便、
商売するのに
不便）だから

　２４.４％（２１.６％）

無回答
１.２％（０.５％）

　「市政に関するアンケート調査」は、市民の皆さんが市政や生活環境についてどのように考え、何を望んで
いるのかを把握し、今後のまちづくりの参考にさせていただくことを目的に実施しているものです。調査に
当たっては、多くの市民の皆さんにご協力をいただき、ありがとうございました。
　この結果は、今後の市政運営の参考資料として活用していきたいと考えています。
　アンケート調査の主な結果をお知らせします。

不満である
１.２％（２.３％）

無回答
２.６％（１.２％）

どちらとも
いえない

１８.２％（２１.０％）

どちらかといえば
不満である

５.３％（５.２％）

　佐野市は、総合計画でまちづくりの課題を整理して、施策を定め、施策ごとに、目的や目標、現状

と課題を明らかにして、まちづくりを進めています。市が進めている各施策の取り組みについてどう

お考えですか。

・幹線道路や公共交通
　の整備、まちなかの
　活性化   （１７.０％）

・観光ＰＲなど誘客活動

　の推進　（２７.０％）

・住みやすい環境（生活
　道路・公園・街並みなど）
　の整備　　（７.３％）　　　

・観光資源の開発と整備、
　観光客受け入れ体制の
　整備　　（１３.１％）

・スポーツ・レクリエー

　ションの振興（７.５％）

・農林業の振興

　　　　　　（８.８％）

・効率的で健全な行財政
　運営の推進
　　　　　　　　　　（１０.４％）

・幹線道路や公共交通
　の整備、まちなかの
　活性化  　 （６.４％）

・医療機会・救急医療
　体制の充実
　　　　　　　　　　　　（７.５％）

満足している
２２.６％（１８.０％）

どちらかといえば
満足している

５０.２％（５２.３％）

市政に関するアンケート調査の方法と調査項目

　調査対象　満２０歳以上の男女２０００人

　調査方法　郵送

　調査期間　平成２４年１２月１７日～平成２５年１月１１日

　回　収　率　９９１人（４９.６％）

　調査項目　「佐野市の住みやすさ」「市政全般」「各施策に関すること」（合計５９問）

　そ　の　他　回答比率（％）は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示。このため、設問によっては、

　　　　　　数値合計が１００％にならないものもあります。また、複数回答の設問については、１００％を超

　　　　　　えることがあります

※調査結果については、市のホームページをご覧ください。なお、詳しくは政策調整課広報広聴係へお問い合わ

　せください

■政策調整課広報広聴係　☎（２０）３０３７

・情報化の推進、窓口
　サービスの充実
　　　　　 　   （９.３％）

・医療機会・救急医療
　体制の充実
　　　　　　　　　　（２６.５％）

・計画的な土地利用の

　推進　 （１０.２％）

・幹線道路や公共交通
　の整備、まちなかの
　活性化   （１２.７％）

・住みやすい環境（生活
　道路・公園・街並みなど）
　の整備　（１２.９％）

・高齢者対策、介護
　保険サービスの充実　　
　　　　　　　　　　（１７.８％）

（　）内は平成２３年度の調査結果

平成２4年度市政に関するアンケート調査結果

質 問

今後のまちづくりに特に重要と思われる事項
について（上位５項目）

選 択 合併直前（８年前）と比較して、特に良くなっ
たと感じている事項（上位５項目）

選 択

合併直前（８年前）と比較して、特に悪くなっ
たと感じている事項（上位５項目）

選 択 全体的にみた、佐野市の暮らしやすさ、居住
環境についてどのように感じていますか

質 問

「どちらかといえば住みたくない」「住みたくない」と
回答した方にお伺いします。
その主な理由は何ですか（上位５項目）

質 問
「これからも住み続けたい」「どちらかといえば住み
続けたい」と回答した方にお伺いします。
その主な理由は何ですか（上位５項目）

質 問

市政全般について市政全般について
市民の皆

さん

２０００人
に

聞きまし
た

市民の皆
さん

２０００人
に

聞きまし
た

市民の皆
さん

２０００人
に

聞きまし
た
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田
中
正
造
記
念
賞
の
応
募
者
を
募
集
し
ま
す

　

田
中
正
造
翁
没
後
百
年
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
環
境
問
題
の

先
駆
者
と
し
て
の
田
中
正
造
翁
」
の
偉
業
を
称
え
、
生
活
環
境
の
保
全

や
自
然
環
境
保
護
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
顕
著
な
成
果
を
挙
げ

た
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

■問合せ　環境政策課（田沼庁舎本館１階）☎（６１）１１５５

▲

表彰の種類

　佐野市長賞を授与するほか、環境省および栃木県の承認をいただき、環境大臣賞お

よび栃木県知事賞を授与します。

　受賞者には表彰状および副賞（賞金および記念品）を贈ります。　

表彰の種類 表彰の数 要　件

環境大臣賞（賞金３０万円） １団体 全国の応募者を対象とします

栃木県知事賞
（賞金２０万円）

１団体

栃木県にゆかりのある応募者（次のいずれか
に該当するもの）を対象とします
①栃木県内の団体
②県外の団体のうち、主な活動場所が栃木県
　の団体

佐野市長賞（賞金１０万円） ３団体 栃木県内の応募者を対象とします

▲

表彰の対象　次の内容の普及啓発、また実践活動などに積極的に取り組み、著しい

　成果をあげ、特にその功績が顕著であると認められる団体とします

①生活環境の保全…大気環境の保全、水環境の保全

②自然環境保護…森林の保全、里地・里山の保全、農地の保全、水辺環境の保全、生

　　　　　　　　物多様性の保全（希少動植物保護、外来種対策）

▲

応募方法　６月２８日（金）までに、環境政策課に用意してある所定の応募用紙（市

　ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入し、直接または郵送でお申し

　込みください。なお、応募には団体の所在地の自治体の推薦書が必要になります。

　詳しくは、市ホームページをご覧ください

▲

選考方法　選考委員会を設置して受賞者を選考します

▲

選考結果　８月下旬に受賞者を決定します

▲

表彰　受賞者は、１０月１２日（土）の「（仮）田中正造翁没後１００年記念祭」の際に、

　表彰します

児童手当の「現況届」と「所得審査」について
【現況届】　

　児童手当制度では、毎年６月に「現況届」を提出していただき、引き続き支給できる要件を満たしてい

るか確認します。現況届が必要な方には６月上旬に案内通知を郵送しますので、６月中に届け出をしてく

ださい。この届け出をしないと６月分以降の手当が受けられなくなります。

　詳しくは郵送される案内通知をご確認ください。

【所得審査】

　提出いただく「現況届」に基づき、所得審査を行います。

　受給者の前年中（平成２４年中）の所得で審査し、所得制限限度額

以上の場合には、年齢区分に応じた児童手当は支給されませんが、

児童１人当たり月額５，０００円が支給されます（特例給付）。

※所得の申告が必要です。まだお済みでない方は、早急に申告をし

　てください

※所得額が所得制限限度額（右表）を超える場合でも、児童手当法

　による控除により限度額内になる場合もあります

【所得制限限度額】（平成２５年度）

扶養親族等の数 所得制限限度額

０人 622 万円
１人 660 万円
２人 698 万円
３人 736 万円
４人 774 万円
５人 812 万円

6人以上の場合
1人増えるごとに
38万円加算

■問合せ　こども課（東仮庁舎事務棟２階）☎（２０）３０２３
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参考にしてください。本市の公示価格

■問合せ　用地課☎（６１）１１６９

民生委員児童委員のお仕事紹介

• 地域の人々の生活状態を把握し、援助を必要とする人の情報を収集します

• 生活上の問題を抱える人の相談に応じ、助言や援助をします

• 地域の人々へ社会福祉の制度やサービスに関する情報提供をします

• 相談者の状況に応じて、専門的な支援が受けられるよう市や専門機関へのパイプ

役になります

• 市や社会福祉協議会などの福祉に関する業務に協力します

●こどもに関する相談は「主任児童委員」もお受けします。民生委員児童委員をサポー

　トするため、市内で３０人が活動しています。

●民生委員児童委員は地域から推薦を受けている「身近な相談相手」であり、無報酬の

　ボランティアです。「社会福祉」の範囲内の依頼を心がけましょう。

民
生
委
員
児
童
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

５
月
１２
日
は「
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
」

で
す

■問合せ　社会福祉課（東仮庁舎事務棟１階）☎（２０）３０２０

№ 標準地の所在
1㎡当りの価格

( 円 )

佐野 -1 天神町字大門東 804 番 5 41,000

-2 寺中町字笠内町 2438 番 1 32,500

-3 植野町字上台町 1954 番 3 41,300

-4 植上町字新屋敷町1779番2外 37,500

-5 高萩町字天神前1111番 24外 35,800

-6 浅沼町字村東 293 番 2 37,700

-7 犬伏上町字宿南 1859 番 4外 34,800

-8 中町字田中前 617 番 3 22,300

-9 若松町字城山東 446 番 35,400

-10 堀米町字菊川 3653 番外 34,900

-11 奈良渕町字中町 324 番 14 34,700

-12 葛生西 2-3-28 20,300

-13 若宮上町字若宮上 14番 24 39,200

-14 富岡町字北屋 57番 2 36,200

-15 高萩町字屋敷東 1222 番 9外 39,700

-16 堀米町字小屋街道 617 番 15 35,000

-17 植下町字若宮町 540 番 3外 36,200

-18 堀米町字安良町上南 57番 2 32,900

-19 米山南町字米山東 51番 6 34,800

-20 石塚町字西原 2416 番 9 26,600

№ 標準地の所在
1㎡当りの価格

( 円 )

-21 栃本町字二通 1183 番 6 19,500

-22 閑馬町字春高 2462 番 1外 8,200

-23 小見町字飯玉 702 番 2外 28,700

-24 田沼町字元屋敷 1296 番 3 29,700

-25 栃本町 2487 番 3 30,800

-26 栃本町字三通 1544 番 3 32,900

-27 鉢木町 12-3 25,500

-28 並木町字堀之内 525 番 1外 19,600

-29 富士町字馬場 189 番 18,500

-30 馬門町字前原 1631 番 1 24,300

-31 戸奈良町字羽室 857 番 1 16,700

-32 中町字堀ノ内 868 番 2外 11,200

5-1 伊賀町字百石町 708 番 9 47,200

5-2 若松町 24 番 62,300

5-3 大祝町字大工町 2316 番 41,900

5-4 大橋町字大木下 1377 番 1外 34,100

5-5 赤坂町 973 番 9 41,300

9-1 栄町 12 番 1 19,300

9-2 大橋町 3204 番 4 23,000

9-3 下羽田町字新田 2006 番 16,800

　地価公示価格は、土地鑑定委員会が公示する標準地の正常な価格（１㎡当り）です。

　この制度は、皆さんに土地の正常な価格を知っていただき、土地取引の目安にしていただくものです。

また、公共事業用地の買収価格の規準にもなります。

　本市の標準地（４０カ所）の価格は次のとおりですので参考にしてください。
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　市では「佐野市水と緑と万葉のまちづくり寄附条例」により、佐野市を愛する皆さんからの

寄附をもとにまちづくりを進めています。

【施策・事業】

①自然との共生を図る事業、②子育てを支援する事業、③観光の振興を図る事業、

④歴史又は文化を活かした事業、⑤佐野ブランドキャラクター「さのまる」の活動に関する事業

※それ以外の事業をご希望の場合は、⑥その他まちづくりに関する事業でお受けし、ご指定

　の事業に活用します

★昨年度から寄附を活用させていただく事業に、「佐野ブランドキャラクターさのまるの活

　動に関する事業」を加え、この事業にご寄附いただいた皆さんを対象に「ふるさとさのま

　る応援団」を発足しています。

【ふるさとさのまる応援団】

　「佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業」に５，０００円以上ご寄附され

た個人の方を対象に、「ふるさとさのまる応援団」を発足しました。

　会員の期間は、ご寄附いただいてから１年間です。

【ふるさと納税制度】

　寄附金のうち、２，０００円を超える部分について、住民税のおおむね１割を限度として、

所得税と合わせて全額が控除されます。

【公表について】

「
佐
野
市
水
と
緑
と
万
葉
の
ま
ち
づ
く
り
基

金
」へ
の
寄
附
を
募
集
し
て
い
ま
す

■問合せ　

寄附に関すること…政策調整課☎（２０）３０００

ふるさとさのまる応援団に関すること…

観光立市推進室☎（２７）３０１２

10

１．寄附の実績

　平成２４年度にいただいた寄附金は合計２９件、

３，６０７，０００円になりました。多大なるご寄附をあ

りがとうございます。寄附の内訳は次のとおりです。

寄附金の指定先 件数 寄附金額

自然環境との共生を図る事業 １件 1,000,000円

子育てを支援する事業 ５件 1,527,000円

観光の振興を図る事業 ２件 60,000円

歴史又は文化を活かした事業 ３件 70,000円

佐野ブランドキャラクター
さのまるの活動に関する事業

16件 330,000円

その他まちづくりに関する事業 ３件 620,000円

※一度に複数の事業を選択できるため、寄附の実績

　と事業別の寄附件数の合計は異なります

２．寄附を活用した事業

　平成２３年度にいただいた寄附金４，３３９，２２３円

のうち、３，８６１，８５０円を平成２４年度の事業に活用

させていただきました。

寄附金の指定先 件数 寄附金額

水質等保全事業 ３件 1,200,000円

市民環境リポーター育成支援事業 ２件 105,000円

こどもの国運営事業 ５件 275,000円

子宝祝金支給事業 １件 1,000,000円

観光ボランティア育成事業 ３件 160,000円

田中正造旧宅一般公開支援事業 ２件 210,000円

男女共同参画啓発事業 １件 300,000円

男女共同参画相談事業 １件 200,000円

庁舎建設基金積立金 １件 50,000円

子ども芸術鑑賞事業 ４件 361,850円

「水と緑と万葉のまちづくり基金」にご寄附をありが

とうございました。平成２５年１月から３月までに

寄附をいただいた方をご紹介します。

お人前 事業の指定

永坂香織様
（東京都足立区）

佐野ブランドキャラクター
さのまるの活動に関する事業　

匿名１人 子育てを支援する事業

佐野市への多大なる応援をありがとうござ

いました。

今後とも温かいご支援をお願いします。
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【米山車いす対応住宅】　随時お申し込みを受け付けしています。詳細はお問い合わせください。
身体障害者手帳の交付を受け、常時車いすを使用する方いる世帯に限り、申し込みを受け付けます。

住宅名 完成年度 構造・間取り 家賃（月額） 募集戸数

米山 平成６年 ７階建 ２ＤＫ １８，０００～３８，３００円 １戸

11

エコがいっぱい♪リユース・リメイクフェア２０１３！
　リユース（再使用）とリメイク（再製作）をテーマに再生品展示提供、フリーマーケットのほか、不

用品を楽しく、生活に活かす「リメイクフェア２０１３」を開催します。

【再生品展示提供】

▲

日時　５月２９日（水）～６月２日（日）午前９時～午後５時（２日は午後３時まで）

▲

対象　市内にお住まいの方で、リサイクルプラザに来館された小学生以上の方

▲

申込・価格　申込用紙に記入しご応募ください（おひとり２点まで）。価格は１００円～５,０００円程度です

▲

抽選　６月３日（月）午後３時にみかもクリーンセンターで公開抽選　※当選者には、はがきでお知らせ

【フリーマーケット】

▲

日時　６月２日（日）午前９時～午後３時（雨天中止）

▲

出品されるもの　不用になった衣料、日用雑貨、書籍、ＣＤ、ＤＶＤ、レジャー用品など

【リメイクフェア２０１３】

▲

日時　６月２日（日）午前９時～午後３時

▲

イベント（ワークショップ、実演、展示など）の内容

　牛乳パックのおもちゃと椅子づくり／畳端材のコースターづくり／空き箱のソーラーパネルの玩具づくり

　／廃材木のゴム鉄砲づくり／お菓子箱・袋の小物づくり／空きびんのカップづくり／古布、古着、着物リ

　メイク品の展示／古布のガーランド（飾り綱）の展示／空き缶の小物入れ／ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ芯のおもちゃ／

　流木のモービル展示／畳の表替え実演／ふとんのうち直し実演／古布のつるし雛づくり／エコ・クッキン

　グと試食コーナー／パネルシアター／大型絵本の読み聞かせなど

　※ワークショップは当日会場にて受付（先着順）、材料費がかかる場合があります

■問合せ　クリーン推進課☎（２３）８１５３

【募集住宅】※家賃は、入居される世帯の収入により決定します

住宅名 完成年度 構造・間取り 家賃（月額） 募集戸数 備考

高萩 平成元年 ４階建 ３ＤＫ １９，５００～３８，３００円 １戸

米山

平成６年 ７階建 ３ＤＫ ２０，８００～４０，８００円 ２戸

平成８年 ４階建 ３ＤＫ ２５，２００～４９，６００円 ２戸

平成８年 ４階建 ４ＤＫ ２８，８００～５６，７００円 １戸 ４人以上の世帯に限る

奈良渕 昭和５５年 ４階建 ３ＤＫ １３，８００～２７，２００円 ２戸 風呂釜、浴槽あり。単身入居可

米山南 昭和５６・５７年 ４階建 ３ＤＫ １４，９００～２９，７００円 ２戸

下田沼 平成１３年 ４階建 ３ＬＤＫ２５，５００～５０，１００円 １戸 4人以上の世帯に限る

西原 平成１２年 ２階建 ３ＤＫ
２１，２００～４１，７００円 ２戸

６２，０００円 ２戸 特定公共賃貸住宅

駅南ハイツ 昭和６３年 ５階建 ３ＤＫ ３５，０００円 １戸 再開発住宅

▲

申込　５月１３日（月）～２４日（金）の間に、直接、建築住宅課（田沼庁舎新館１階）へ
　応募が募集戸数を超えた場合は、公開抽選により入居者を決定します。
　※入居の際には連帯保証人が２人必要となります
　（二次募集）募集戸数に満たない住宅があった場合は、二次募集を行い、随時入居者を決定します。

市営住宅・駅南ハイツの入居者募集　
　申込資格や添付書類については、「募集のご案内」を必ずご確認のうえお申し込みください。

　「募集のご案内」は、建築住宅課（田沼庁舎）、佐野・葛生の各総合窓口課で５月１日（水）から配布します。

■問合せ　建築住宅課

　☎（６１）１１６６
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不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て

　

保
険
診
療
適
用
外
の
不
妊
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

市
税
の
滞
納
が
な
く
、

市
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い
の
ご

夫
婦

※
ご
夫
婦
の
所
得
の
合
計
が

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
方
（
平

成
25
年
４
月
以
降
の
治
療
費
に
適

用
と
な
り
ま
す
）

▼
助
成
額　

治
療
費
の
２
分
の
１

と
し
、
１
年
度
あ
た
り
15
万
円
ま

で
。
申
請
は
１
年
度
に
つ
き
１
回

の
み
で
、
最
大
５
回
ま
で
助
成

（
国
・
県
・
医
療
保
険
よ
り
助
成

の
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
を
優
先

し
そ
の
額
を
控
除
し
た
額
）

▼
申
請
期
間　

不
妊
治
療
が
終
了

し
た
日
の
属
す
る
年
度
内
。
た
だ

し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る

場
合
に
は
、
治
療
が
終
了
し
た
日

の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
末
日

ま
で

▼
申
請　

直
接
、
健
康
増
進
課
へ

※
申
請
書
類
一
式
を
お
渡
し
し
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ　

健
康
増
進
課
☎
（２４）
５

７
７
０

そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る
筆

記
通
訳
の
こ
と
で
す
。
要
約
筆
記

の
基
礎
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

６
月
５
日
〜
19
日
ま
で

（
毎
週
水
曜
日
、
全
３
回
）

午
後
７
時
〜
９
時

▼
定
員　

先
着
20
人

【
手
話
講
習
会（
入
門
コ
ー
ス
）】

　

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方
を
対
象

に
し
た
コ
ー
ス
で
す
。

▼
日
時　

５
月
９
日
〜
９
月
12
日

毎
週
木
曜
日
（
全
18
回
）

（
昼
の
部
）
午
前
10
時
〜
正
午

（
夜
の
部
）
午
後
６
時
45
分
〜
８

時
45
分

▼
定
員　

各
25
人

■
申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（２２）
８
１
３
６
へ

不
正
け
し
撲
滅
運
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

け
し
に
は
法
律
で
栽
培
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。  

　

と
く
に「
ア
ツ
ミ
ゲ
シ（
花
び
ら

４
枚
、薄
紫
色
が
多
く
、葉
の
つ
け

ね
は
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
な
形
）」

が
、多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
正
け
し
が
自
生
し
た
場
合

は
、抜
去
し
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
７

「
協
会
け
ん
ぽ
」
の
保
険
料

率
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
す

　

中
小
企
業
な
ど
で
働
く
方
や
そ

の
ご
家
族
が
加
入
す
る
健
康
保
険

「
協
会
け
ん
ぽ
」
の
平
成
25
年
度

の
健
康
保
険
料
率
（
９
．
95
％
）、

介
護
保
険
料
率
（
１
．
55
％
）
は

据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会

栃
木
支
部（
協
会
け
ん
ぽ
）☎
０
２

８（
６
１
６
）１
６
９
１

（http://w
w
w
.kyoukaikenpo.

or.jp/

）

点
字
・
要
約
筆
記
・
手
話
の

講
習
会

　

会
場
は
す
べ
て
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す

が
、
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
に
な
り

ま
す
。　

【
点
字
講
習
会
】

　

点
字
に
興
味
の
あ
る
方
、
気
軽

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

５
月
29
日
〜
10
月
30
日

ま
で（
毎
週
水
曜
日
、
全
20
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
定
員　

先
着
20
人

【
要
約
筆
記
講
習
会（
短
期
コ
ー
ス
）】

　

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
が
い

の
あ
る
方
や
高
齢
で
聞
き
取
り
に

く
い
方
の
た
め
に
、
話
の
内
容
を

12

健
康
福
祉

お
気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相
談
事

業
所
が
あ
り
ま
す
。

▼
身
体
・
知
的
の
障
が
い
に
つ
い
て

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ど
り

☎
（２４）
５
７
５
９

▼
精
神
の
障
が
い
に
つ
い
て　
　

相
談
支
援
事
業
所
さ
の
☎
（２１）
６
８

１
１

※
出
張
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す

カ
フ
ェ「
ど
ん
ぐ
り
」内
相
談
室

（
大
町
２
７
５
１
番
地
１
）

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
第
１
・
３
水
曜
は
身
体
・
知
的
、

第
２
・
４
水
曜
は
精
神
）

▼「
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い
て　

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
状
態
か
ら
抜

け
出
す
た
め
に
は
、
第
三
者
の
関

わ
り
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ご
本
人
か
ら
の
相
談
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

（
市
の
相
談
窓
口
）

障
が
い
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
２
５

社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
２
０　
　

健
康
増
進
課
☎
（２４）
５
７
７
０　
　

（
県
の
相
談
窓
口
）

安
足
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

８
４

（４１）
５
８
９
５
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老
人
保
健
福
祉
施
設
な
ど
の

整
備
事
業
者
の
募
集

▼
募
集
施
設　

左
表
の
と
お
り

▼
募
集
要
項　

５
月
１
日
（水）
〜
７

月
12
日
（金）
ま
で
介
護
保
険
課
（
東

仮
庁
舎
事
務
棟
１
階
）
で
配
布

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▼
募
集
説
明
会　

６
月
５
日
（水）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
、
東
仮
庁
舎

議
場
で
開
催
（
５
月
29
日
（水）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

募

集

13

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

▼
応
募
受
付　

７
月
１
日
（月）
〜
12

日
（金）
の
間
に
、
直
接
、
介
護
保
険

課
（
事
前
予
約
制
）
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
２
２

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

両
毛
広
域
身
体
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

▼
日
時　

６
月
16
日
（日）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

足
利
市
民
プ
ラ
ザ
（
身

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

※
市
か
ら
会
場
ま
で
バ
ス
を
運
行

▼
対
象　

佐
野
市
に
お
住
ま
い
、

ま
た
は
お
勤
め
す
る
身
体
障
が
い
者

▼
競
技
種
目　

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
ダ
ー
ツ

▼
定
員
・
費
用　

48
人
（
１
チ
ー

ム
４
人
の
12
チ
ー
ム
）・
無
料

▼
申
込　

５
月
17
日
（金）
ま
で
に
、

個
人
ま
た
は
チ
ー
ム
単
位
で
、
障

が
い
福
祉
課（
東
仮
庁
舎
事
務
棟
１

階
）に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
ご
記

入
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
２
５

FAX 

（２４）
２
７
０
８

佐
野
市
民
ゴ
ル
フ

田
沼
支
部
大
会

▼
期
日　

６
月
４
日
（火）

▼
会
場　

皐
月
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
佐

野
コ
ー
ス

▼
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ぺ
リ
ア
方
式

▼
定
員　

先
着
１
２
０
人

▼
費
用　

７
千
円
セ
ル
フ
プ
レ
ー

（
昼
食
代
・
消
費
税
込
、当
日
精
算
）

※
別
途
、
参
加
費
１
５
０
０
円
要

■
申
込　

５
月
７
日
（火）
以
降
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
同
倶

楽
部
☎
（６２）
４
１
４
１
、
FAX 

（６２）
６
２

１
２
へ

　
田
沼
中
央
趣
味
の
講
座

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
」

　

２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩

き
、全
身
の
筋
肉
を
動
か
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
５
日
・
12
日
・
19

日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
３
回
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場　

田
沼
中
央
公
民
館
、
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

▼
講
師　

大
阿
久
清
さ
ん
（
サ
ー

ク
ル
ス
ト
ラ
イ
ド
代
表
）　

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
費
用　

９
０
０
円
（
ポ
ー
ル
レ

ン
タ
ル
料
）

■
申
込　

５
月
７
日
（火）
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
田
沼
中
央
公

民
館
☎
（６１）
１
１
３
５ 

へ

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

▼
日
時　

６
月
５
日
（水）
〜
21
日
（金）

の
期
間
、
全
10
回
。
午
後
０
時
30

分
〜
２
時
30
分（
土
曜
日
は
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

▼
会
場　

ス
ワ
ロ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ

▼
対
象　

一
般
女
性

▼
費
用　

１
千
円

▼
申
込　

６
月
３
日
（月）
ま
で
に
、

直
接
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２６）
０
０
６
５

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

第
３５
期
生
の
募
集

▼
募
集
期
間　

６
月
１
日
（土）
〜
30

日
（日）
（
郵
送
は
消
印
有
効
）

▼
申
込　

シ
ル
バ
ー
大
学
校
、
い

き
い
き
高
齢
課
（
東
仮
庁
舎
事
務

棟
1
階
）、
田
沼
・
葛
生
の
各
総
合

窓
口
課
で
配
布
す
る
願
書
を
ご
記

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
学
校
説
明
会
】（
参
加
必
須
）

▼
日
時　

５
月
15
日
、
６
月
12
日

の
各
水
曜
日
午
前
10
時
か
ら

▼
会
場　

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

（
栃
木
市
）

■
問
合
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

日常生活圏域 施設種類 数

平成
２５年度
整備

田沼・
田沼南部地区

小規模多機能型居宅介護
（登録定員２５人）
※サテライト型事業所での応募可
※複合型サービス施設での応募可

１カ所

市内全域 複合型サービス施設 １カ所（転換）

平成
２６年度
整備

市内全域

広域型特別養護老人ホーム
（ユニット型のみ）

２０床（増床）

混合型特定施設
（介護専用型以外の特定施設）

５０人まで
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▼
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
、
お

勤
め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
小

学
生
以
上
の
方

▼
内
容　

ピ
ア
ノ
演
奏

▼
定
員　

先
着
50
人
ま
た
は
50
組

▼
申
込　

５
月
11
日
（土）
午
前
10
時

以
降
に
、
文
化
会
館
・
葛
生
あ
く

と
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

文
化
会
館
☎
（２４）
７
２

１
１

郷
土
博
物
館
・
佐
野
ユ
ネ
ス

コ
協
会
共
催
講
演
会
「
新
聞

記
者
か
ら
見
た
天
明
鋳
物
」

▼
日
時　

５
月
11
日
（土）
午
後
２
時

30
分
〜　

▼
会
場　

郷
土
博
物
館

▼
講
師　

田
﨑
智
亮
さ
ん
（
下
野

新
聞
社
）

■
申
込　

電
話
で
、
郷
土
博
物
館

☎
（２２）
５
１
１
１
へ

「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（案）」

に対するパブリック・コメントを実施します

▲

意見募集期間　５月３１日（金）午後５時まで　

　　　　　　　　※郵便の場合は必着

▲

閲覧場所　クリーン推進課（みかもクリーンセンター内）、

　　　　　　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、

　　　　　　田沼・葛生の各行政センター　

▲

閲覧時間　平日午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　　※市ホームページからも閲覧できます

▲
提出先　専用の意見記入用紙に、必要事項をご記入のう　

　　　　　え、直接、郵送、ファックス、または電子メールで

　　　　　クリーン推進課へ

　〒３２７－０８１２　佐野市町谷町２０６番地１３

　ＦＡＸ（２２）３５９３　　clean@city.sano.lg.jp

■

問合せ　クリーン推進課☎（２２）２６５４

　　　　　※電話による意見の受け付けはしません　

栃
木
県
次
世
代
人
材
づ
く
り

事
業
（
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成

部
門
）
参
加
者
募
集

　

人
間
性
豊
か
で
地
域
に
貢
献
す

る
実
践
的
な
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

▼
期
間　

７
月
20
日
（土）
〜
平
成
26

年
２
月
１
日
（土）
で
９
回
延
べ
11
日

間
（
う
ち
県
外
研
修
３
日
間
）

▼
内
容　

ス
キ
ル
習
得
研
修
、
講

義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

※
徳
島
県
で
開
催
す
る「
日
本
女

性
会
議
２
０
１
３
あ
な
ん
」に
参
加

▼
対
象　

満
30
歳
以
上
66
歳
未
満

の
女
性

▼
定
員　

２
人
（
県
内
で
15
人
）

※
書
類
と
面
接
に
よ
る
選
考
あ
り

▼
費
用　

食
事
代
な
ど
実
費

▼
申
込　

所
定
の
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
５

月
24
日
（金）
ま
で
に
直
接
、
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２７）
２
３
５
４

佐
野
･
芦
屋
青
少
年
交
流
事

業
参
加
者
募
集

▼
期
日　

８
月
７
日
（水）
〜
９
日
（金）

の
２
泊
３
日　

▼
会
場　

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町

▼
対
象　

事
前
の
説
明
会
と
研
修

会
に
出
席
で
き
る
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
５
年
生
〜
中
学
２
年
生

【
事
前
説
明
会
】
６
月
30
日
（日）
午

後
２
時
〜
４
時
30
分
に
、
ア
リ
ー

ナ
た
ぬ
ま
で
開
催

【
事
前
研
修
会
】
①
７
月
15
日
（祝）

午
後
２
時
〜
４
時
30
分
、
②
７
月

31
日
（水）
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
に

田
沼
中
央
公
民
館
で
開
催　

▼
内
容   

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
、
航

空
自
衛
隊
の
基
地
見
学
、
海
で
の

活
動
、
体
験
お
茶
会
ほ
か（
予
定
）

▼
定
員　

20
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
動
機
・
参
加
回
数
・
性
別
・

学
年
な
ど
を
考
慮
の
う
え
抽
選
）

▼
費
用　

２
万
７
５
０
０
円
（
旅

費
、
宿
泊
費
、
事
前
研
修
費
な
ど
）

▼
申
込　

学
校
を
通
じ
て
配
布
さ

れ
た
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
５
月
31
日
（金）
ま

で
に
、
直
接
、
郵
送
、
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
生
涯
学
習
課
へ

〒
３
２
７
‐
０
３
９
８
佐
野
市
田
沼

町
９
７
４
‐
１
、
FAX 

（６２）
６
０
０
８

■
問
合
せ　

同
課
☎
（６１）
１
１
７
４

第
１７
回
サ
マ
ー
ピ
ア
ノ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者
募
集

　

憧
れ
の
ピ
ア
ノ（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
）を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

７
月
28
日
（日）
午
前
10
時

開
始

基準金利①新車および中古車購入資金
②車修理代金および車部品購入資金
③車検費用、免許取得費用
④信販会社・クレジット会社での車借入金返済資金

金　利
平成２５年４月１０日現在

最大割引後金利　　

◇基準金利より取引に応じた割引（最大1.2％）を行い、適用金利を決定いたします。
◇ご契約時には保証料が別途必要です。
◇詳しくは、最寄りの店舗窓口にお尋ねください。
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以
外
の
方
は
右
の
費
用
の
他
に
、

加
盟
店
料（
法
人
５
万
円
、
個
人

１
万
５
千
円
）
が
必
要
で
す

▼
申
込　

費
用
を
添
え
て
、直
接
、

商
工
会
議
所
、
商
工
会
へ

■
問
合
せ　

同
商
工
会
議
所
☎
（２２）

５
５
１
１

家
庭
緑
化
用
苗
木
無
料
配
布
会

　

田
中
正
造
翁
没
後
百
年
に
あ
た

り
、
小
中
町
の
正
造
生
家
（
旧
宅
）

に
現
存
す
る
「
さ
る
す
べ
り
」
に

ち
な
ん
で
苗
木
２
０
０
本
を
先
着

順
に
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
18
日
（土）
午
前
10
時

か
ら（
雨
天
決
行
）

※
午
前
９
時
30
分
か
ら
整
理
券
を

配
布
し
ま
す

▼
会
場　

佐
野
駅
前
交
流
広
場

（
ぱ
る
ぽ
ー
と
マ
ル
シ
ェ
会
場
）

※
駐
車
場
は
近
隣
の
駅
北
、
高
砂

駐
車
場
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

都
市
整
備
課
☎
（６１）
１

１
１
９

５
月
の
茶
会

▼
日
時　

５
月
19
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
会
場　

万
葉
の
里
・
城
山
記
念

電
話
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
（２６）

０
０
６
５
へ

赤
見
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
時　

５
月
22
日
（水）
、
６
月
26

日
（水）
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
会
場　

佐
野
市
運
動
公
園

▼
定
員　

先
着
96
人

▼
費
用　

２
千
円

▼
申
込　

所
定
の
申
込
用
紙
を
ご

記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
運
動
公
園
管
理
事
務
所
FAX 

（２５）
３
５
８
１
へ

■
問
合
せ　

同
管
理
事
務
所
☎
（２５）

０
４
０
３

「
佐
野
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
２
０
１
３
」取
扱
店
募
集　

　

７
月
22
日
（月）
か
ら
販
売
を
開
始

し
、
同
年
12
月
31
日
（火）
ま
で
使
用

で
き
る
商
品
券
の
取
扱
店
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

５
月
31
日
（金）
ま
で

▼
対
象　

佐
野
商
工
会
議
所
ま
た

は
佐
野
市
あ
そ
商
工
会
の
会
員
、

ま
た
は
加
盟
店
料
を
納
入
す
る
市

内
事
業
者

▼
費
用　

・
の
ぼ
り
旗
＋
ポ
ー
ル
…
２
千
円

・
の
ぼ
り
旗
の
み
…
１
５
０
０
円

※
商
工
会
議
所
、
商
工
会
の
会
員

市
長
と
の
お
し
ゃ
べ
り
ラ
ン

チ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
長
を
囲
ん
で
昼
食
を
と
り
な

が
ら
、
市
政
の
身
近
な
テ
ー
マ
を

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　

平
成
26
年
２
月
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
実
施
日
は
後
日
調
整
し
ま
す

▼
時
間　

正
午
〜
午
後
１
時

▼
会
場　

市
役
所
南
仮
庁
舎

▼
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
で

構
成
す
る
５
人
か
ら
10
人
の
グ

ル
ー
プ
（
大
学
生
以
上
）

※
個
人
で
の
申
し
込
み
、
既
に
実

施
し
た
グ
ル
ー
プ
は
不
可

▼
費
用　

お
ひ
と
り
５
０
０
円

（
昼
食
代
）

■
申
込　

電
話
で
、
政
策
調
整
課

☎
（２０）
３
０
３
７
へ

佐
野
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

参
加
者
募
集
！

▼
日
時　

６
月
２
日
（日）

※
受
け
付
け
は
午
前
８
時
30
分
〜

９
時
20
分
、
午
前
10
時
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
小
雨
決
行

▼
会
場　

田
沼
小
学
校

▼
費
用　

お
ひ
と
り
３
０
０
円

▼
持
ち
物　

雨
具
、
弁
当
な
ど

■
申
込　

５
月
30
日
（木）
ま
で
に
、

佐野医師会病院では、最新の
機器で脳ドック・内臓脂肪・骨密度・
動脈硬化検査をいたします。

※鼻からの胃内視鏡検査もいたします。
※はやおき検診　お受けします！

看護師、准看護師
詳しくは、Tel.22-5358

募 集 中募 集 中募 集 中

メタボ年齢
骨年齢
血管年齢
脳年齢

気になりませんか？
自分の体年齢

詳しくは
佐野医師会病院 健診予防部
Tel.0283-22-8643までどうぞ。

催

物

し

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

建物総合管理・フードサービス事業

株式会社　旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

ご予約・お問い合わせは

レイクサイド佐野予約受付まで
（8：30～17：15）

市民優先予約　５月１日より
９月分の受付開始！

日光
花めぐり
ハイキング
ツアー

７月２日（火）～３日（水）開催決定！

今年のハイキングツアーは花めぐりです。
ニッコウキスゲ、カンボク、アヤメなどの
花々で彩られた初夏の日光を、自然解説
ガイド付で、じっくり歩いてみませんか？
詳しくは予約受付までお問い合わせを！

15

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

館
和
室

▼
席
主　

永
井
宗
誉
さ
ん（
佐
野

市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
裏
千
家
）

▼
茶
券　

５
０
０
円（
当
日
可
）

■
問
合
せ　

同
館
☎
（２３）
０
７
２
８

地
質
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
化
石
と
あ
そ
ぼ
う
」

　

５
月
10
日
は
地
質
の
日
！

　

地
質
を
も
っ
と
身
近
に
、
化
石

を
学
び
ま
し
ょ
う
。
小
学
生
以
下

は
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。「
石
磨
き
」、「
化
石
割

り
」
な
ど
各
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し

ま
す
。

▼
日
時　

５
月
11
日
（土）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

▼
会
場　

葛
生
化
石
館
入
口
前

（
葛
生
図
書
館
入
口
前
）

▼
費
用
・
定
員　

各
２
０
０
円
程

度（
材
料
費
）・
各
50
人

■
問
合
せ　

同
館
☎
（８６）
３
３
３
２

★
新
種
の
化
石
を
発
見　

　

佐
野
市
山
菅
町
の
石
灰
岩
か
ら

世
界
的
に
も
珍
し
い
腕
足
類
（
貝

の
仲
間
）の
一
種
、「
ク
ー
ペ
リ
ナ

属
」
の
化
石
が
国
内
で
初
め
て
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　

葛
生
化
石
館
で
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い（
見

学
無
料
）。
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グループホーム 青 い 空
（地域密着型介護サービス　認知症対応型共同生活介護）

佐野市山形町２９６

☎６５-００１７

ご自宅での介護に不安を感じているご家族

ご家族の退院後のお住まいをお探しの方

一人暮らしが難しくなってきている方

老人介護施設をお探しの方　認知症の方　など

ご自宅での介護に不安を感じているご家族

ご家族の退院後のお住まいをお探しの方

一人暮らしが難しくなってきている方

老人介護施設をお探しの方　認知症の方　など

このようなお悩みをお持ちでしたら

お気軽にお問い合わせください

このようなお悩みをお持ちでしたら

お気軽にお問い合わせください

▼
対
象　

中
学
生
以
上

▼
費
用　

２
０
０
円

■
問
合
せ　

佐
野
武
道
館
☎
（２１）
０

０
２
０
、
運
動
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３

渡
良
瀬
川
ク
リ
ー
ン
運
動
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

　

渡
良
瀬
川
を
美
し
く
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時　

５
月
12
日
（日）
午
前
８
時

〜
９
時（
小
雨
決
行
、荒
天
は
中
止
）

▼
集
合
場
所　

高
橋
大
橋
下
河
川

敷
ま
た
は
、
船
津
川
運
動
場

※
ご
み
袋
、
軍
手
は
会
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す

■
問
合
せ　

道
路
河
川
課
☎
（６１）
１

１
３
０

日
赤
社
資（
活
動
資
金
）募
集

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

５
月
１
日
は
日
本
赤
十
字
社

（
日
赤
）
の
創
立
記
念
日
で
す
。

そ
こ
で
日
赤
で
は
、
毎
年
５
月
を

「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、

活
動
資
金
で
あ
る
社
資
（
寄
附
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
５
回
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す

　

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
の
Ｐ
Ｒ

と
即
売
会
、
ま
た
さ
の
ま
る
グ
ッ

ズ
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
佐
野
ブ

ラ
ン
ド
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
さ
の
ま

る
」
も
応
援
に
来
ま
す
！

▼
日
時　

５
月
17
日
（金）
、
18
日
（土）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新

都
市
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

■
問
合
せ　

観
光
立
市
推
進
室

☎
（２７）
３
０
１
２

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

乳
幼
児
の
親
子
を
対
象
に
開
催

し
ま
す
。

【
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
】

▼
日
時　

５
月
29
日
（水）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
15
分

▼
会
場　

た
ぬ
ま
保
育
園

※
無
料
・
事
前
申
込
不
要

【
き
ゃ
べ
つ
村「
お
は
な
し
会
」】

▼
日
時　

６
月
５
日
（水）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
15
分

▼
会
場　

米
山
保
育
園

※
無
料
・
事
前
申
込
不
要

【
お
と
う
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
】　

▼
日
時　

６
月
22
日
（土）
午
前
10
時

〜
11
時

▼
会
場　

く
ず
う
保
育
園

※
無
料
・
要
整
理
券
。
整
理
券
は

６
月
10
日
（月）
か
ら
、
く
ず
う
保
育

園
・
た
ぬ
ま
保
育
園
内
の
ぴ
よ
ぴ

よ
ル
ー
ム
で
配
布
（
平
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
、
電
話
予
約
不
可
）

■
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ
ぴ

よ
ル
ー
ム
・
く
ず
う（
く
ず
う
保
育

園
内
）☎
（８５）
３
４
５
６

楽
習
講
師
企
画
講
座

「
ダ
デ
ィ
パ
パ
・
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

「
生
き
る
喜
び
」
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
を
披
露
し
、
楽
し
い
癒

し
の
時
間
を
提
供
し
ま
す
！

※
事
前
申
込
不
要
・
無
料

▼
日
時　

６
月
16
日
（日）
午
後
１
時

〜
３
時

▼
会
場　

佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
講
師　

出
井
肇
さ
ん
、
ダ
デ
ィ

パ
パ
と
仲
間
た
ち

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
（６１）
１

１
７
４

体
組
成
測
定
会

　

筋
肉
や
脂
肪
の
量
が
わ
か
り
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場　

５
月
１
日
（水）
〜

３
日
（祝）
佐
野
武
道
館
、
４
日
（祝）
〜

８
日
（水）（
７
日
（火）
は
休
館
）
市
民

体
育
館
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

お
知
ら
せ

　

日
赤
は
、
東
日
本
大
震
災
や
竜

巻
災
害
な
ど
の
救
護
活
動
の
ほ

か
、
献
血
事
業
や
国
際
救
援
活
動

な
ど
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
佐
野
市
内
で
の
火
災

な
ど
の
際
も
、
応
急
救
護
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援

金
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３

０
２
０

佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が

デ
ー
タ
放
送
を
開
始

　

４
月
１
日
か
ら
市
の
情
報
や
防

災
情
報（
防
災
行
政
無
線
の
放
送

内
容
な
ど
）
が
見
ら
れ
る
デ
ー
タ

放
送
を
佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

開
始
し
ま
し
た
。

　

佐
野
ち
ゃ
ん
ね
る（
地
上
デ
ジ

タ
ル
１
１
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
受

信
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
、
リ
モ

コ
ン
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す
と

情
報
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
☎
（２１）
２
１
２
１

５月３日（金）・４日（土）の祝日はごみステーションにごみを出さないようにご注意ください
この日は、ごみの収集および清掃センターでの受け入れは行いません。 

■問合せ　クリーン推進課☎（２３）８１５３
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グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ

水

あおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０

もおもててなししの心でで しししえし すますますしのししししししししし ででででででてなてな でおお ええななななおもても 心心心心心心 ええ迎迎の心 おなお えなおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますももももももてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおおおてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおお すすすすすすすすすすすすすすす
いいいわ くくくくくくくくせくいいいいいいいいいいいいい                        おお お                                    気 におに わわわわお気 にお い合わせくくださださいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださだ いいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださいいいいいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせ だだだだだだだいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ くせくせくせくせくせくせくせせせせ だだだだだだだおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問おおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問問い問い問い問い問い問い問いいいいい問い問い問い問い問い問い問いいいい いいいいいい

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください

佐野犬伏
デイサービスセンター

市犬伏下町１７６５１☎２４

デイサ ビスセンタ

わかくさ

両▼
必
要
書
類　

障
が
い
を
確
認
で

き
る
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）、
運

転
免
許
証
、
車
検
証
、
軽
自
動
車

税
の
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
常

時
介
護
者
の
場
合
は
そ
の
証
明
書

▼
申
込　

５
月
10
日
（金）
〜
31
日
（金）

ま
で
に
、
必
要
書
類
を
お
持
ち
の

う
え
、
市
民
税
課
（
東
仮
庁
舎
事

務
棟
２
階
）
へ

※
昨
年
も
申
請
を
し
た
方
は
、
田

沼
・
葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
で
も

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
０
７

　
く
ず
う
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

に
伴
う
交
通
規
制

▼
主
な
規
制
時
間
・
場
所　

５
月

11
日
（土）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ
周
辺
、
午

後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分
国
道

２
９
３
号
バ
イ
パ
ス
、
午
後
５
時

30
分
〜
10
時
正
雲
寺
バ
イ
パ
ス　

※
会
場
で
あ
る
葛
生
あ
く
と
プ
ラ

ザ
周
辺
で
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

■
問
合
せ　

く
ず
う
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
☎
（８５）
３
７
０
０

■
問
合
せ　

安
足
県
税
事
務
所

（
自
動
車
税
）☎
（２３）
１
４
１
１
、
市

民
税
課（
軽
自
動
車
税
）☎
（２０）
３
０

０
７

軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

　

申
請
に
よ
り
免
除
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
免

除
の
対
象
と
な
る
車
両
（
普
通
自

動
車
を
含
む
）は
１
台
の
み
で
す
。

※
自
動
車
税
の
減
免
は
安
足
県
税

事
務
所
☎
（２３）
１
４
５
８
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
対
象

①
障
が
い
者
本
人
が
所
有
し
、
本

人
が
運
転
す
る
車
両

②
障
が
い
者
本
人
が
所
有
し
、
障

が
い
者
と
一
緒
に
生
活
す
る
方
、

ま
た
は
そ
の
方
を
常
時
介
護
す
る

親
族
が
運
転
す
る
車
両

③
障
が
い
者
と
一
緒
に
生
活
す
る

方
が
所
有
・
運
転
し
、
障
が
い
者

本
人
の
通
院
・
通
学
な
ど
の
た
め

に
使
用
す
る
車
両

④
障
が
い
者
を
常
時
介
護
す
る
親

族
が
所
有
・
運
転
し
、
障
が
い
者

本
人
の
通
院
・
通
学
な
ど
の
た
め

に
使
用
す
る
車
両

⑤
車
い
す
移
動
車
な
ど
、
障
が
い

者
が
使
用
す
る
た
め
の
構
造
の
車

市
へ
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方

を
紹
介
し
ま
す

【
平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年
３
月
】

（
寄
附
金
を
く
だ
さ
っ
た
方
）

・
川
田
文
次
様

・
葛
生
陶
芸
愛
好
会
様

・
味
の
素
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
株
式
会

社
様

・
佐
野
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

様・
青
竹
手
打
ラ
ー
メ
ン
田
村
屋
様

・
小
林
宗
惠
社
中
め
ぐ
み
会
様

・
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
佐
野

同
窓
会
様

以
上
７
件
、
佐
野
市
社
会
福
祉
事

業
基
金
寄
附
金
と
し
て（
社
会
福
祉

課
）

（
物
品
を
寄
附
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
）

（
お
名
前
・
寄
附
名
称
・
受
け
入
れ

課
順
の
掲
載
）

・
田
村
志
津
江
様
（
田
村
耕
一
作

品
・
人
間
国
宝
田
村
耕
一
陶
芸
館
）

・
須
永
進
様（
土
地
・
建
物
）

・
須
永
明
様（
土
地
・
建
物
）

・
桑
子
淑
子
様（
土
地
・
建
物
）

以
上
３
件
、
都
市
整
備
課

・
北
中
同
窓
会
様（
テ
ン
ト
）

・
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
あ
そ

協
議
会
様（
黄
色
い
帽
子
）

・
戸
奈
良
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
（
電
子
黒

板
）

・
佐
野
地
区
交
通
安
全
協
会
様（
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
・
交
通
安
全
絵

本
・
横
断
旗
）

・
佐
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様（
交

通
安
全
定
規
・
下
敷
き
・
ハ
ン
カ

チ
）

・
閑
馬
小
学
校
子
供
会
育
成
会
様

（
学
校
図
書
）

・
田
沼
西
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
（
電
子
ピ

ア
ノ
）

以
上
、
７
件
、
教
育
総
務
課

・
佐
野
ユ
ネ
ス
コ
協
会
様（
図
書
・

生
涯
学
習
課
）

　

多
大
な
る
ご
寄
附
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

受
け
入
れ
の
各
課

社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
２
０

人
間
国
宝
田
村
耕
一
陶
芸
館
☎
（２２）

０
３
１
１

都
市
整
備
課
☎
（６１）
１
１
１
９

教
育
総
務
課
☎
（６１）
１
１
７
１

生
涯
学
習
課
☎
（６１）
１
１
７
４

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

　

５
月
は
該
当
す
る
方
に
、
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知

書
が
届
き
ま
す
。
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
期
限
の
５
月
31
日
（金）
ま
で

に
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。
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行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　

４
月
１
日
付
で
総
務
大
臣
か
ら

次
の
５
人
の
方
が
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　

‐
敬
称
略
‐

・
長
谷
川
潤（
田
沼
町
）☎
（６２）
１
３

６
８

・
黒
崎
里
子（
若
松
町
）☎
（２２）
３
６

７
１

・
細
谷
聖
枝（
植
下
町
）☎
（２２）
３
８

０
２

・
中
里
聖
子（
栃
本
町
）☎
（６２）
７
３

３
７

・
浅
野
恒
雄（
仙
波
町
）☎
（８５）
３
９

３
２

■
問
合
せ　

交
通
生
活
課
☎
（６１）
１

１
５
９

中学生マイ・チャレンジ事業
　「中学生マイ・チャレンジ事業」は、中学校２年生が学校を離れ、

地域の人々との関わりを主とした社会体験活動を行うものです。

　今年度は次の日程で実施する予定です。中学生の受け入れや指

導などのご協力をお願いします。

学校名 実施期間
城東中 ５月２７日（月）～２９日（水）

西中 ５月２９日（水）～３１日（金）

南中 ６月２４日（月）～２６日（水）

北中 ７月３日（水）～ ５日（金）

吾妻中 ６月１８日（火）～２０日（木）

赤見中 平成２６年１月２９日（水）～３１日（金）

田沼東中 ６月１７日（月）～１９日（水）

田沼西中 ７月１０日（水）～１２日（金）

葛生中 ７月８日（月）～１０日（水）

常盤中 １０月８日（火）～１０日（木）

佐野高校附属中 １１月５日（火）～８日（金）

■問合せ　学校教育課☎（６１）１１７２、または各中学校へ

国
民
年
金
保
険
料
の

「
学
生
納
付
特
例
」

　

学
生
も
20
歳
に
な
る
と
国
民
年

金
に
加
入
し
被
保
険
者
と
な
り
、

保
険
料
を
納
付
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
学
生
に
つ
い
て

は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶

予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
窓
口　

各
庁
舎
の
総
合
窓

口
課
、
各
支
所

▼
必
要
書
類　

学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
（
写
し
可
）、
年
金
手
帳

印
か
ん

■
問
合
せ　

佐
野
総
合
窓
口
課
年

金
係
☎
（２０）
３
０
１
９

刈
払
機
を
貸
し
出
し
ま
す

　

公
益
活
動
を
行
う
団
体
に
市
が

所
有
す
る
自
走
式
刈
払
機
を
貸
し

出
し
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
民
活
動
促
進
課

☎
（２０）
３
８
１
２

今
月
の
納
税

　

５
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納

期
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０

佐野インランドポート事業計画等調査報告書が提出されました

　市では、平成２４年度において、市の将来像である交流拠点都市の実現
を図り、雇用の創出および地域経済の活性化を目指した佐野インランドポー

ト構想を実現するため、佐野インランドポート事業計画調査検討委員会（筑

波大学の岡本准教授を委員長とし、国土交通省、栃木県、京浜港、佐野市の

委員などで構成）を設置しました。

　この委員会では、佐野インランドポートの候補地や施設規模、導入機能、

事業手法などについて検討してきましたが、この度、その成果として「佐野

インランドポート事業計画等調査報告書」がまとまり、３月２８日に、岡本

委員長より市長へ報告書の提出がありました。

　市では今後、この報告書を基に、国土交通省や栃木県、京浜港などの関係

機関と調整を図り、インランドポート構想の実現に向けて取り組んでいきま

す。

■問合せ
インランドポート推進室
☎（２０）３０４５
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※
家
庭
用
の
ポ
ン
プ
は
通
常
そ
れ

以
下
で
す

■
問
合
せ　

栃
木
県
環
境
保
全
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
９

県
南
産
業
技
術
専
門
校　

技
能
講
習
会
の
開
催

■
申
込　

各
講
座
開
催
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
、
同
校
☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３
へ

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　

４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
人
権
に
関
す
る
困

り
ご
と
な
ど
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。　
　

‐
敬
称
略
‐

・
栗
原
哲
夫（
山
形
町
）☎
（６５）
０
８

４
８

■
問
合
せ　

人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要

で
す
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
３
木
曜
日
に
定
例
人
権

相
談
所
も
開
設
し
て
い
ま
す

▼
日
時　

５
月
31
日
（金）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後

３
時
ま
で
）

▼
会
場　

田
沼
中
央
公
民
館

■
問
合
せ　

人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

水
道
管
の
漏
水
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

交
通
量
の
少
な
い
夜
間
に
消
火

栓
な
ど
を
利
用
し
路
面
か
ら
漏
水

音
を
探
す
方
法
や
、
昼
間
ご
家
庭

の
止
水
栓
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
調

査
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
伺
っ
た
際
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調

査
員
は
常
時
、
市
の
腕
章
と
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間　

5
月
下
旬
〜
平
成
26
年

3
月
上
旬

▼
対
象　

市
内
全
域

■
問
合
せ　

水
道
局
☎
（２２）
１
６
９

６地
下
水
を
く
み
上
げ
て
い
る

方
を
対
象
に
し
た
説
明
会

　

地
下
水
を
採
取
す
る
た
め
に
一

定
規
模
以
上
の
揚
水
施
設（
ポ
ン

プ
）
を
設
置
し
て
い
る
際
に
、
設

置
の
届
出
を
必
要
と
す
る「
栃
木

県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る

条
例
」
を
７
月
１
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。
こ
の
条
例
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の

で
、
関
係
す
る

方
は
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
７
日
（金）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

▼
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
対
象　

ポ
ン
プ
の
吐
出
口
の
断

面
積
が
６
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
内
径
２
７
・
６
ミ
リ
）
を
超
え
る

施
設
の
設
置
者

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

光化学スモッグにご注意ください 

　

光化学スモッグは、風が弱く気温が高い晴れた日に発生しやすく、目がチカチカする、のどが痛い、息苦しい

などの症状を引き起こします。光化学スモッグ注意報が発令されたら、

• 屋外での激しい運動は避けましょう

• 不要不急の車の運転は、なるべく避けましょう

• 症状が出た時には、洗顔やうがいをして、安静にしましょう

• 症状がよくならないときや呼吸困難、手足のしびれなどの症状がある時は、すぐに医師の診療を受けましょう

　被害を受けた方は、佐野市環境政策課☎（６１）１１５５まで連絡してください。

　県では、光化学スモッグ注意報の発令状況などを電話やホームページでお知らせしています。また、栃木

県防災メールで光化学スモッグ注意報などの携帯電話へのメール配信も行っていますので、ご活用ください。

　微小粒子状物質（ＰＭ２．５など）の情報は、とちぎの青空ホームページでお知らせしています。また、

栃木県防災メールで注意喚起のメール配信も行っています。

○とちぎの青空（ＰＣ用）　http://www.pref.tochigi.lg.jp/d03/eco/kankyou/hozen/aozora.html

　　　　　 （携帯電話用）　http://www.pref.tochigi.lg.jp/d03/m/aozora/index.html

○栃木県防災メール　「とちぎの青空（携帯電話用）」から登録手続きを行ってください。

■問合せ　栃木県環境保全課☎０２８（６２３）３１８８

講座名 日時 定員 受講料

第２種電気工事士試
験準備講習（学科）

５月１４日（火）～１６日（木）
午前９時～午後４時

２０人 ３,４３０円

ガス溶接技能講習
５月１８日（土）、１９日（日）
午前９時～午後５時

２０人 ４,８２０円

マシニングセンタプ
ログラミングの基礎

５月２１日（火）、２２日（水）
午前９時～午後４時

１０人 ３,４３０円

表計算データ処理
５月２８日（火）、２９日（水）
午前９時～午後４時

１８人 ３,４３０円

携帯電話用

19
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ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

■
申
込　

実
施
日
の
２
日
前
ま
で

に
、
電
話
で
、
足
利
労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１
へ

女
性
の
再
就
職
相
談
会
（
出

張
相
談
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
が
、
仕
事
の

選
び
方
、
面
接
の
受
け
方
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
情
報
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
求

職
申
込
書
の
ご
案
内
も
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
28
日
（火）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場　

こ
ど
も
の
国

▼
費
用　

相
談
・
託
児
と
も
無
料

■
申
込　

電
話
で
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
☎
（２７）
２
３
５
４
へ

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
６
カ
月
以
上

就
学
前
）
あ
り

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理

　

気
候
が
暖
か
く
な
っ
て
く
る

と
、雑
菌
の
活
動
も
活
発
に
な
り
、

浄
化
槽
を
適
正
に
管
理
し
て
い
な

い
と
、
水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

環
境
政
策
課
☎
（６１）
１

１
５
５

農
用
地
区
域
除
外
な
ど
の
受

け
付
け
を
停
止
し
ま
す

　

市
で
は
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。　
　

　

農
業
振
興
地
域
除
外
の
手
続
き

（
申
し
出
）
は
、
平
成
25
年
９
月

末
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
そ
れ

以
降
は
、
こ
の
見
直
し
に
伴
い
、

し
ば
ら
く
の
間
停
止
し
ま
す
。

　

停
止
期
間
中
（
平
成
25
年
10
月

〜
平
成
26
年
８
月
）
は
、
農
業
振

興
地
域
内
の
農
用
地
に
、
住
宅
や

農
業
用
施
設
用
地
な
ど
の
農
用
地

の
除
外
申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
再
開
は
平
成
26
年
９

月
末
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す

■
問
合
せ　

農
政
課
☎
（６１）
１
１
６

２野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　

野
鳥
を
捕
獲
し
た
り
、
飼
育
す

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

県
南
地
区
野
生
鳥
獣

捕
獲
・
飼
養
連
絡
会
（
県
南
環
境

森
林
事
務
所
内
）
☎
（２３）
１
４
４
１

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談　

▼
日
時　

６
月
５
日
、７
月
３
日
、

８
月
７
日
の
各
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
会
場　

足
利
労
政
事
務
所

▼
対
象　

労
働
者
お
よ
び
使
用
者
、

求
職
者
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不

調
な
ど
で
既
に
退
職
し
て
い
る

方
、
ま
た
不
調
を
抱
え
る
方
の
親

族
・
同
僚
・
上
司
な
ど

■
申
込　

各
実
施
日
の
前
週
の
金

曜
日
ま
で
に
、
電
話
で
、
同
事
務

所
☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１
へ

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

巡
回
相
談
会

【
佐
野
会
場
】

▼
日
時　

５
月
14
日
、
６
月
11

日
、　

７
月
９
日
の
各
火
曜
日

午
後
１
時
〜
５
時

▼
会
場　

勤
労
者
会
館

■
申
込　

実
施
日
の
前
週
の
金
曜

日
ま
で
に
電
話
で
、
同
館
☎
（２１）

１
８
３
０
へ

【
足
利
会
場
】

▼
日
時　

５
月
23
日
、
６
月
27

日
、
７
月
25
日
の
各
木
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

▼
会
場　

栃
木
県
足
利
庁
舎

※
午
前
10
時
30
分
に
は
就
職
セ

●
米
（
ご
は
ん
）
を
し
っ
か
り
食

べ
ま
し
ょ
う

　

日
本
の
気
候
風
土
に
適
し
た
米

（
ご
は
ん
）
を
中
心
に
、
魚
や
肉
、

牛
乳
や
乳
製
品
、
野
菜
や
果
物
、

海
藻
、
豆
類
な
ど
多
様
な
食
品
を

組
み
合
わ
せ
て
い
る
主
菜
・
副
菜

か
ら
構
成
さ
れ
た
「
日
本
型
食
生

活
」
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

た
食
生
活
で
す
。

　

よ
く
「
米（
ご
は
ん
）を
食
べ
る

と
太
る
」
と
誤
解
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
米
（
ご
は
ん
）
だ
け
が
太
る

原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
お
酒
を
飲
む
か
ら
と

い
っ
て
米（
ご
は
ん
）を
食
べ
る
こ

と
を
控
え
る
と
、
食
事
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

米
（
ご
は
ん
）
な
ど
の
穀
類
は
、

体
を
動
か
す
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
穀
類
を

し
っ
か
り
摂
る
こ
と
で
、
脂
肪
の

摂
り
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

油
を
使
っ
た
料
理
を
抑
え
る
、

肉
料
理
の
翌
日
は
魚
や
豆
類
料
理

を
中
心
に
す
る
な
ど
、
少
し
意
識

す
る
だ
け
で
、
カ
ロ
リ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
可
能
で
す
。

　
「
食
べ
る
」こ
と
は
体
と
心
の
健

康
を
保
つ
た
め
の
大
切
な
行
為
で

す
。
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら

日
々
の
食
事
に
工
夫
を
取
り
入
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

農
政
課
☎
（６１）
１
１
６

２毎
月
１９
日
は
食
育
の
日
で
す
。

第１３回

　

今
春
か
ら
進
学
や
就
職
、
引
越

し
な
ど
で
、
新
生
活
が
は
じ
ま
り
、

よ
う
や
く
落
ち
着
く
こ
の
季
節
。

環
境
や
生
活
の
リ
ズ
ム
が
変
わ
る

と
食
生
活
も
乱
れ
が
ち
に
な
り
ま

す
。

　

一
息
つ
い
た
今
、
ご
自
身
の
食

生
活
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

米（ごはん）を
　　　　食べましょう
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

講
座情

報

市
内
外
で
開
催
さ
れ
る
、

講
座
や
教
室
な
ど
の
情
報
で
す
。

▲

日時　６月５日（水）
　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　田沼中央公民館

▲

講師　消費者友の会の皆さん

▲

定員　先着３０人（無料）　

▲

持ち物　新聞紙１２枚（カラー　
　ページ数枚）、はさみ、30㎝以上
　の定規、液状のり
■申込　電話で交通生活課
　　　　☎（６１）１１５９へ

―楽しいくらしの講座―
「新聞紙で作るエコバッグ」

あなたにもできる、エコ活動。
新聞紙エコバッグを作ってみません
か！

日時 会場 内容 講師 定員 費用

1
６月２７日（木）午後２時
～４時

田沼中央公民館

開講式・講話「薬、健康食品の
正しい使い方」

小野正弘さん
（薬剤師）

６０人 無料

２
７月１８日（木）午後１時
３０分～３時３０分

講話「秀郷は、なぜ将門を
討ったか」

岩崎幸弘さん ６０人 無料

３
８月２２日（木）午後１時
３０分～３時３０分

講話と実演 
「古典落語と笑い」

井腰弘行さん ６０人 無料

４
９月１２日（木）午前８時
３０分～午後４時３０分

館外研修 館外研修「古河市を訪ねて」 社会教育指導員 ３０人
実費
市有バス

５
１０月１０日（木）午後１時
３０分～３時３０分

田沼中央公民館

講話と実技
「やさしい手品と楽しいレク」

中澤和子さん 
八下田剛一さん

６０人 無料

６
１１月１４日（木）午後１時
３０分～３時３０分

講話「賢いお金の使い方」
金融広報アドバ
イザー

６０人 無料

７
１２月６日（金）午前８時
３０分～午後４時３０分

館外研修 館外研修「足利市を訪ねて」 社会教育指導員 ３０人
実費
市有バス

８
２月９日（日）午後１時
３０分～３時３０分

田沼中央公民館
コンサート「自然の歌で春を
呼ぼう！」（人権）・閉講式

岩上敏雄さん
（４Ｗａｙｚ）

３００人 無料

市民教養講座「ふるさと創生セミナー」

▲
日時・内容・講師　以下の通り　
■申込　５月７日（火）から、直接、または電話で、田沼中央公民館☎（６１）１１３５へ

「ゆうゆう人生応援塾」

▲

期日・内容・講師　以下の通り　

▲

時間　各日午後１時３０分～３時３０分
　　　　（館外研修は午前８時３０分～午後４時３０分）　

▲

会場　佐野市中央公民館（館外研修あり）

▲

費用　無料（館外研修のみ実費）
■申込　５月７日（火）から１７日（金）までに、直接または電話で、
　　　　佐野市中央公民館☎（２４）５７７１へ　
回 月日 講座内容 講師

１
５月３０日
（木）

開講式
ピアノ演奏「ピアノ演奏とお話」　

新井啓泰さん
（ピアニスト）

２
６月２７日
（木）

健康講座「笑いヨガで脳の活性
化」

中澤和子さん
（笑いヨガ・リーダー）

３
７月１８日
（木）

講話「心地よい睡眠をとるために」
小林敏孝さん
（足利工業大学教授）

４
８月８日
（木）

館外研修（田中正造ゆかりの地を
巡る）

矢島俊雄さん
(田中正造生家管理員) 

５
８月２０日
（火）

邦楽演奏「和の響き」
～琴・尺八の演奏会～

山岡美奈子さん
（筝教授・生田流）

６
９月２６日
（木）

「郷土の戦記物語・佐野宗綱記」 関根徳男さん（郷土史家）

７
１０月５日
（土）

講話「没後１００年、田中正造翁の今
日的意味」（市民大学と共催講座）

水樹涼子さん（作家）

８
１１月２９日
（金）

「ふるさとの民話を聴こう」
美寿々すみ子さん
（民話・美寿々会）

９
１２月１０日
（火）

館外研修（高崎方面）

１０
平成２６年
２月４日（火）

人権講話「歌とお話の幸せなヒト
トキ」・閉講式

石川博右さん（元校長）
石川昭子さん（ピアノ奏者）
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教室名 日時 費用 定員

①
ペルビックストレッチ

（骨盤体操）教室

５月１４日～７月２３日（毎週火曜日）

午後７時～７時５０分

骨盤の体操で、身体のゆがみを解消し

てみませんか。
２５人

② ベリーダンス教室①
５月１５日～７月１７日（毎週水曜日）

午後１時～１時５０分
最近人気のベリーダンスは女性らしい

体型へと導いてくれます。楽しく踊っ

てメリハリボディを！！都合の良い時

間をどちらかお選びください。

２０人

③ ベリーダンス教室②
５月１５日～７月１７日（毎週水曜日）

午後２時～２時５０分
２０人

④
はじめてのベリーダン

ス教室

５月１６日～７月１８日（毎週木曜日）

午後７時～７時５０分

初めての方はこちらのコースから。　

年齢に関係なく普段着でＯＫ！
２０人

⑤ ヨガ教室
５月９日～７月１８日（毎週木曜日）

午後１時～２時

ヨガ独特のポーズと呼吸法でストレス

解消や筋力アップ！
２５人

⑥ ピラティス教室
５月９日～７月１８日（毎週木曜日）

午後２時３０分～３時３０分

コア（カラダの中心）を鍛えることで、

全身のバランスを整えましょう。
２５人

⑦
ステップエアロビクス

教室

５月１７日～７月２６日（毎週金曜日）

午後７時３０分～８時３０分

音楽に合わせて台に上がったり降りた

りします。下腹部の引き締め効果的！
３０人

⑧ バドミントンの時間
５月９日～７月４日（毎週木曜日）

午前１０時～１１時３０分
はじめてラケットを握る方も大歓迎！ ３０人

アリーナたぬま「スポーツ教室」

▲

教室名・日時・内容　以下の通り　

▲

会場　アリーナたぬま

▲

費用　各教室５，０００円（⑧のみ１回５００円）※⑧は２回参加でトレーニング無料券一枚贈呈します
■申込　電話で、アリーナたぬま☎（６１）１１５３へ（月曜休館） 　参加者募集中！！

「親と子のふれあい活動」参加者募集

▲

講座名・日時・内容　以下の通り　

▲

会場　佐野市中央公民館

▲

対象　市内にお住まいの５歳～８歳くらいまでのお子さんとその保護者（無料、ただし教材費など実費）
■申込　５月１７日（金）までに、直接、電話、またはファックスで佐野市中央公民館へ
　　　　佐野市中央公民館☎（２4）５７７１・FAX （２１）５８５１

日時 講座内容 講師

①
６月８日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

開講式 
歌やゲームで楽しく遊ぼう

宮田英夫さん

②
７月１３日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

カラー粘土でストラップをつくろう 落合太郎さん

③
８月１０日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

おもちゃを作って遊ぼう 関谷秀さん

④
９月７日（土）・１４日（土）
午前９時３０分～正午

親子クッキング
三枝和子さん、
永井文子さん

⑤
１０月１９日（土） 
午前９時～１１時３０分

ネイチャーゲームで遊ぼう 
（会場・こどもの国）

恵田年和さん

⑥
１１月９日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

お話聞かせて お話ポケット

⑦
１２月７日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

親子でつくろう！かわいいクリスマスリース 
閉講式

とちぎ花センター
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

エコキャンドルをつくろう！

▲

日時　６月１５日（土）
　　　　午前９時３０分～正午

▲

会場　みかもクリーンセンター

▲

対象　小学生以上

▲

定員　先着２５人（無料）

▲

持ち物　小さい空きビン（でき
　るだけたくさん）、廃食油
■申込　電話で、クリーン推進課
　　　　☎（２３）８１５３へ

親学習プログラム指導者研修

▲

日時　６月５日（水）、２６日（水）、
　　　　８月１日（木）、９月２日（月）
　　　　午前１０時～午後４時

▲

会場　栃木県総合教育センター
　　　　（宇都宮市）

▲

対象　家庭教育支援に携わって
　いる方、または関心のある方
■申込　５月２０日(月)までに、
　　　　電話で、生涯学習課
　　　　☎（６１）１１７４へ

福祉住環境コーディネーター
検定試験・２級対策セミナー

楽習講師企画講座
「美文字で心を伝えよう」

▲

日時　６月７日、２１日の
　　　　各金曜日（全２回）
　午後１時３０分～２時３０分

▲

会場　田沼中央公民館

▲

講師　峰崎暉皎さん

▲

定員　先着１５人

▲

費用　１，０００円（材料費）

■

申込　電話で、生涯学習課
　　　　☎（６１）１１７４へ

▲

日時　６月４日～２１日の
　　　　毎週火・金曜日（全６回）
　　　　午後７時～９時３０分

▲

会場　佐野商工会議所

▲

講師　大熊信成さん（佐野短期
　大学教員）・竹内幹夫さん（アル
　ス建築設計事務所代表）

▲

定員　先着３０人
　　　（１０人以下の場合は中止）

▲

費用　６，０００円
　　　　（公式テキスト代別途）
■申込　電話で、同会議所
　　　　☎(２２)５５１１へ

パレットプラザさの講座
「布ぞうりづくり講習会」

▲

日時　５月３０日（木）
　　　　午前９時３０分～正午

▲

会場　男女共同参画推進センター
　　　　（パレットプラザさの）　

▲

講師　佐野環境グループの皆さん

▲

定員　先着１６人（無料） 

▲

持ち物　かぎ針、はさみ、針、糸、
　　　　　洗濯ばさみ（１個）

▲

主催　男女共同参画ネットワーク
　　　　さの（環境グループ）
■申込　５月７日（火）以降、電話
　　　　で、人権・男女共同参画課
　　　　☎（２７）２３５４へ

自分で心を込めて書いたメッセージ作
りです。

楽習講師企画講座
「唄物篠笛はじめて講座」

▲

日時　７月５日～２６日の各金
　曜日（全４回）午後７時～９時

▲

会場　田沼中央公民館

▲

講師　笛沢雀水さん

▲

定員　先着１５人

▲

費用　１，５００円（材料費など）

■

申込　電話で、生涯学習課
　　　　☎（６１）１１７４へ

田中正造に学ぶ講座

古文書講座

▲

日時　①５月２５日（土）午後２
　時～４時、②６月１日（土）午前
　８時３０分～午後５時（雨天決行）

▲

会場　郷土博物館、足尾方面

▲

対象　２回とも受講可能な方

▲

講師　坂原辰男さん
　　　　（田中正造大学事務局長）

▲

定員　先着３０人

▲

費用　５００円（保険代など）
■申込　電話で、郷土博物館
　　　　☎(２２)５１１１へ

▲

日時　６月４日～１８日の
　　　　毎週火曜日（全３回）
　　　　午前１０時～１１時３０分

▲
集合　犬伏地区公民館

▲

講師　伊沢早苗さん
▲

定員　先着１５人（無料）

▲

持ち物　タオル
■申込　５月２０日（月）までに
　　　　直接または電話で、
　　　　同館☎（２３）８１３７へ

①「現代の足尾鉱毒事件」（講話）と、
②市バスで足尾を訪ねる講座です。

田中正造翁没後百年を迎え、新発見
資料の足尾鉱毒被害提訴関連文書を
取り上げます。

「廃食油」を再利用して、環境にやさ
しいキャンドルを作ります。
７月のクール・アースデイに提供するキ
ャンドルも作ります。
長袖、長ズボン・エプロンでご参加く
ださい。

他人より１歳若く見える
おしゃれ講座

▲

日時　６月８日～２９日の毎週
　土曜日（全４回）午後２時～４時

▲

会場　郷土博物館

▲

講師　佐野市古文会の皆さん

▲

定員　先着２０人

▲

費用　３００円（資料代）

▲

持ち物　筆記用具

■

申込　電話で、郷土博物館
　　　　☎(２２)５１１１へ

①メイク、②スキンケア、③カラーコー
ディネイトを行います。

唄物篠笛を未経験の方を対象に行
います。笛の作り方から笛の吹き方・
吹奏法を学びましょう。

子育てについて学びあう「親学習プロ
グラム」のファシリテーターなどを体
験し、プログラムの展開計画立案な
ど行う指導者を養成する研修です。



KOUHOU SANO
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　佐野市防犯協会と佐野警

察署は、４月１０日の城北

小学校の入学式に合わせ、

新入学する児童・保護者を

対象に、防犯広報を実施し

ました。防犯広報では、お

子さんが被害に遭わないよ

う、日々の登下校や生活の

中での「ひとりで歩かない」

「何かあったら大声で助けを呼ぶ」「何かあったら

大人に必ず話す」といった注意点を話しました。

　また、この日は菊川町会防犯パトロール隊の皆

さんも参加。今後のパトロールのために、新入生

や保護者の皆さんと顔合わせを行いました。

　市内でも「声掛け

事案」などが発生し

ています。子どもた

ちが被害に遭わない

よう、地域で守って

いきましょう。

　４月１０日、

佐野ロータリー

クラブから、市

内の小学校に入

学する新１年生

に交通安全の

グッズが贈られ

ました。

　贈られたグッズは、交通安全を促す言葉が入っ

たハンカチ、定規、下敷きの３点セットで、合計１，

１００セットが市の教育委員会に寄贈されました。

　吾妻小学校で行われた寄贈式では、２３人の新

入生に同会の会長ら４人の役員から児童一人ひと

りに交通安全グッズが手渡されました。

　受け取った児童たち

は、下敷きに書かれた

信号機を渡る際のルー

ルなどを見ながら、交

通マナーを学びました。

24

新入学の児童へ
交通安全グッズを贈呈

新入生へ防犯広報を実施

　３月２７日、あづま保育園の竣工式が行われまし

た。この日は市関係者や工事関係者、地元の方々と、

村上保育園の４歳児、５歳児とその家族など、約

９０人の方が参加し保育園の完成をお祝いしました。

　竣工式のあとには、園児たちがよさこいを披露。

新しい遊戯室で元気いっぱいに踊りました。

　あづま保育園はゆとりのある保育

空間を確保し、また現場の保育士の

意見を取り入れ、いろいろな工夫が

施され完成。この４月に開園し、０歳

から５歳児までの７６人が登園してい

ます。

あづま保育園が開園しました

　この４月から指定管理者（大高商事・藤井産業・

図書館流通センター共同体）に管理が移行した佐

野市立図書館が４月２日にリニューアルオープン

しました。

　この日は佐野ブランドキャラクターさのまるも、

図書館に訪れた子どもたちを出迎えるなどお手伝

い。春休み中だった子どもたちは、さのまると一

緒に本を選んでいました。　

　４月から佐野図書館は午後７時まで（田沼・葛生

図書館は午後６時まで）開館しているほか、図書

資料や視聴覚資料の貸し出し可能冊数・点数が増

えるなど、より便利になりました。ぜひご利用く

ださい。

佐野市立図書館が
リニューアルオー
プンしました
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　３月２３日、新年度

から三好小学校と統合

する野上小学校の閉校

式が行われ、児童２２

人を始め教職員、保

護者、地区住民ら約

２００人が思い出の詰

まった学び舎に別れを

告げました。

　野上小は昭和５９年

に作原小学校と長谷場

小学校が統合して開校し、以来２９年、４３８人

の卒業生を送り出しました。

　そして新年度になった４月８日、野上・三好の

両小学校が統合して誕生した ｢新生三好小学校｣

の開校式が行われました。 開校式には児童や関

係者らが出席し、新たな学校のスタートを祝いま

した。

　６年生の平琴葉さんは児童代表のあいさつで、

｢２０人の新しい仲間を迎え、大変うれしく思い

ます。これから、

みんなで笑顔あ

ふれる素晴らし

い学校をつくっ

ていきます｣ と

力強く誓いまし

た。

田中正造記念演劇
「天地と共に～田中正造を生きる～」
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雑
草
が
深
く
生
い
茂
っ
て
い
る
所

を
ク
サ
バ
ッ
コ
と
い
う

　

雑
草
が
む
ら
が
っ
て
生
え
て
い
る
所
を
、
共
通
語
で
は
草

む
ら
と
い
い
ま
す
が
、
方
言
で
は
ク
サ
バ
ッ
コ
と
か
ク
サ
ボ
ッ

コ
と
い
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
ク
サ
バ
ッ
コ
で
何
を
サ
ガ
ネ
ッ
コ
ト（
探
し
回

る
こ
と
）
し
て
る
ん
か
と
思
っ
た
ら
、
打
っ
た
ボ
ー
ル
が
そ

ン
中
に
飛
び
込
ん
で
、
メ
ッ
カ
ン（
見
つ
か
ら
）
な
く
ナ
ッ

チ
ャ
ッ
タ
ン
だ
っ
て
？
」

　

草
が
深
く
茂
っ
て
い
る
こ
と
を
草く

さ
ぶ
か深

と
い
い
ま
す
。
こ
れ

が
の
ち
に
ク
サ
ブ
ッ
カ
、
さ
ら
に
変
化
し
て
ク
サ
バ
ッ
コ
と

か
、
ク
サ
ボ
ッ
コ
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

方
言
は
今
で
も
多
く
の
人
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雑
草
以
外
に
低
木
・
さ
さ
竹
・
い
ば
ら
な
ど
が
混
じ
り
、

獣け
も
のし
か
歩
け
な
い
よ
う
な
や
ぶ
（
茂
み
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
草
木
の
生
い
茂
っ
た
状
態
を
、
ボ
ラ
・
ボ
ラ
ッ
カ
・

ボ
サ
ッ
カ
な
ど
と
い
い
ま
す
。

　
「
あ
の
畑
は
、
持
ち
主
が
カ
マ
ネ
（
手
入
れ
し
な
い
）
も
ン

だ
か
ら
、
ボ
ラ
ッ
カ
ン
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
テ
（
や
ぶ
に
な
っ
て
）

サ
ー
、
今
ジ
ャ
ー
（
で
は
）、
畑
の
面
影
も
ネ
ー
な
」

　

草
木
や
さ
さ
竹
が
雑
然
と
生
い
茂
っ
て
い
る
の
で
、
歩
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
山
を
、
ボ
ラ
山
と
い
い
ま

す
。
髪
の
毛
が
長
く
伸
び
て
乱
れ
て
い
る
よ
う
す
を
ぼ
さ
ぼ

さ
（
擬
態
語
）
と
い
い
ま
す
が
、こ
の
「
ぼ
さ
」
が
方
言
ボ
サ
・

ボ
ラ
の
語
源
と
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
や
ボ
サ
に
つ
い
て
い
る
「
力
」
は
、
茂
み
の
よ
う
す

や
場
所
を
表
す
語
で
す
。　
　
　
　
（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　４月２日、田中正造翁没後百年顕彰事業のイベ

ントとして１０月に上演する記念演劇の台本が完

成し、脚本を担当する水樹涼子さん、演出を担当

する河田園子さん、出演者の谷操さんが制作発表

を行いました。

　この演劇は正造の生き方を正造の妻・カツの視

点で史実に基づいて描いたフィクションで、水樹

さんは「悲劇的な内容になりがちな正造の生涯を、

なるべく楽しんでみてもらえるよう工夫した」と

説明し、河田さんや谷さんはそれぞれ「生の感動

やエネルギーを与えられる舞台を作りたい」「市

民の皆さんと楽しく意義のある芝居を作りたい」

と抱負を話しました。

　演劇は市民劇団「さの演劇塾」を中心に行い、

出演者を公募していますので、興味をお持ちの方

は、下記までお問い合わせください（応募締切５

月１０日）。

【問合せ】　田中正造翁没後百年顕彰事業推進室

☎（２２）８８３２・http://www.city.sano.lg.jp/shozo-ou

野上小学校の閉校と
新生三好小学校の開校

制
作
発
表
を
行
っ
た
谷
さ
ん（
右
）

水
樹
さ
ん（
右
中
）、岡
部
市
長
、

河
田
さ
ん（
左
）



「
広
大
な
山
中
の
把
握
」

広
報
さ
の　
■
平
成
２５
年
５
月
１
日
号

■
編
集　

佐
野
市
政
策
調
整
課

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す 〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１

URLhttp://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

●出生　７３人　●死亡１３０人

●婚姻　６１組　●離婚　２０組

●転入４９６人　●転出６０９人

人口の動き（３月分）

	●人口１２３，１８２人（－１７０）　●世帯４９，１７０戸（＋５６）

　　男　６０，７６４人（－８５）　　　（　）は前月比

　　女　６２，４１８人（－８５）

人口と世帯数（４月１日現在）

川俣智久・菜保美さん（石塚町） 成瀬誠・優さん（田沼町）

　

『
唐
沢
山
城
跡
調
査
報
告
書
』

は
本
編
と
史
料
編
の
合
冊
で
、

５
０
０
頁
を
超
え
た
も
の
と
な

り
ま
す
。
本
編
は
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
測
量
調
査
、
遺

構
確
認
調
査
、
事
務
局
に
よ
る

史
・
資
料
調
査
の
結
果
な
ど
を

整
理
し
た
も
の
で
す
。
測
量
調

査
で
は
、
２
・
２
６
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
地
形
測
量
図
が
完

成
し
、
報
告
書
へ
掲
載
し
ま
し

た
。

　

地
形
測
量
図
は
、
業
務
委
託

に
よ
り
縮
尺
５
０
０
分
の
１
、

等
高
線
間
隔
１
メ
ー
ト
ル
で
作

成
し
て
い
ま
す
。
実
施
方
法
は
、

航
空
撮
影
の
後
、
必
要
に
応
じ

て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
に
基
づ
く
３
級

基
準
点
を
設
定
す
る
な
ど
し
た

も
の
で
す
。
地
上
で
の
補
足
測

量
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
精
度

の
高
い
地
形
図
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
観

測
と
は
、
衛
星
と
信
号
の
通
信

を
す
る
こ
と
で
、
地
上
の
現
在

地
を
測
定
す
る
も
の
で
す
。

　

完
成
し
た
測
量
図
に
よ
り
、

山
頂
、
中
腹
、
山
麓
の
状
況
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
測
量
の

成
果
か
ら
、
広
大
な
山
中
で
の

遺
構
群
の
把
握
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

国指定史跡を目指して！　№５０
生涯学習課
☎（６１）１１７４

齋藤義浩・夏海さん（石塚町）

峻
しゅんた

汰ちゃん 平成２２年１２月生 倖
こ う き

喜ちゃん平成２２年９月生碧
あ お ば

葉ちゃん 平成２３年４月生

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

大月亮・穂那美さん（下彦間町）

翔
か い る

偉琉ちゃん 平成２３年９月生


